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本機器を安全にご使用いただ く ために

エン ド レスハウザー ジャパン i

※本機器を安全にご使用いただ く ために
●本書に対する注意

1) 本書は、 最終ユーザまでお届けいただき ますよ う お願いし ます。

2) 本製品の操作は、 本書を よ く 読んで内容を理解し た後に行なって く ださい。

3) 本書は、 本製品に含まれる機能詳細を説明する ものであ り 、 お客様の特定目的に適合する ものでは

あ り ません。

4) 本書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製する こ と は固 く お断 り いた し ます。

5) 本書の内容については、 将来予告無しに変更する こ と があ り ます。

6) 本書の内容については、 細心の注意を も って作成し ま し たが、 も し不審な点や誤 り 、 記載もれなど

お気付きの こ と があ り ま し た ら当社営業所 ・ サービ ス またはお買い求めの代理店までご連絡 く だ

さい。

●本製品の保護・安全および改善に関する注意

1) 当該製品および当該製品で、 制御する システムの保護 ・ 安全のため当該製品を取 り 扱 う 際には、 本

書の安全に関する指示事項に従って く ださい。 なお、 これらの指示事項に反する扱いを された場合

は、 当社は安全性の保証をいた し ません。

2) 本製品を、 安全に使用し ていただ く ため本書に使用する シンボルマークは下記の通 り です。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡し た り 、 大けがを し た り するほ

か、 爆発 ・ 火災を引き起こす恐れがあ り ます。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れが

あ り ます。

この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 けが、 物的損害の恐れがあ り ます。

図番号の意味

記号は、 警告 （注意を含む） を促す事項を示し ています。

の中に具体的な警告内容 （左図は感電注意） が描かれています。

記号は、 し てはいけない行為 （禁止事項） を示し ています。

の中や近 く に具体的禁止内容 （左図は一般的禁止） が描かれています。

この記号は、 必ずし てほしい行為を示し ています。

の中に具体的な指示内容 （左図は一般的指示） が描かれています。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用し ている場合

機器の電源電圧が、供給電源電圧に合っているか必ず確認した上で本機器の電源をいれて く ださい。

2) 危険地区で使用する場合

「新 ・ 工場電気設防爆指針」 に示される爆発性ガス ・ 蒸気の発生する危険雰囲気で も使用でき る機

器がございます （0 種場所、 1 種場所および 2 種場所に設置）。 設置する場所に応じ て、 本質安全防

爆構造 ・ 耐圧防爆構造あ るいは特殊防爆構造の機器を選定し て頂き ご使用 く ださい。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・ 配線 ・ 配管など充分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加え られてお り ます。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行って く ださい。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、いかなる事情でも弊社従業員 と技術員および取 り 扱いに関わるすべての関

係者の健康 と安全に対する危険性を回避する ために、 適正な洗浄を行なって く ださい。

返却時には必ず添付 「安全／洗浄確認依頼書」 に記入し ていただき、 この依頼書 と製品を必ず一緒

に送 り く ださい。

必要事項を記入し て頂かない限 り 、 ご依頼をお受けする こ と ができ ません。

また返却の際、 弊社従業員あ るいは技術員 と必ず事前に打ち合わせの上、 返却を し て く ださい。

危険

警告

注意
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安全／洗浄確認依頼書

物品を受け取る弊社従業員 と技術員および、取扱いに関わるすべての関係者の健康と安全に対する危険性を回避する
ために、 適正な洗浄を行なって頂 く と共に被測定物についての的確な情報を記載下さ る よ う お願い申し上げます。
For the health and safety of all personnels related with returned instruments, please proceed proper cleaning and give the
precise information of the matter.

会社名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 担当者名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  
（Company:） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   （Person to contact:）

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
（Address:）

電話 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｆ Ａ Ｘ ： 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
（Tel.:） （Fax:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

返送理由／ Reason for the return

型式：　　　　　　　　　　　　　　　 　 ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ：　　　　　　　　　　　　　　　　 
（Type of instruments:） （Serial number:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

プロセスデータ／ Process data

特性／ Properties：

私 （達） は、 返送し た製品に毒性 （酸性、 アルカ リ 性溶液、 触媒体等） または すべての危険性がない こ と を こ こ に
確認し ます。 放射性汚染機器は放射線障害防止法に基づき、 お送 り にな る前に除染されていなければな り ません。
We herewith confirm, that the returned instruments are free of any dangerous or poisonous materials （acids, alkaline
solutions, solvents） . Radioactive contaminated instruments must be decontaminated according to the radiological safety
regulations prior to shipment.

日付／ date ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ご署名／ signature ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   

本依頼書は製品と一緒にお送りください。

修理／ Repair 校正／ Calibration 交換／ Exchange

返品／ Return その他／ Other 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

被測定物：
（Process matter:）

使用洗浄液名：
　 （Cleaned with ： ）

毒性／ Toxic 水と反応／ Reacts with water

腐食性／ Corrosive 水溶性／ Soluble in water

爆発性／ Explosive 判別不能／ Unknown

生物学的危険性／ Biologically dangerous 安全／洗浄確認依頼書をすべて記入して頂かない限り、ご依頼を
お受けすることができません。
The order can not be handled without the completed safety sheet.放射性／ Radioactive
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レベルフ レ ッ ク ス M 1 使用上の注意
1 使用上の注意
機器機能の説明にア ク セスする為の様々な拡張機能又は、 パラ メ ーター入力方法などがあ り ま
す。

1.1 機能説明を捜し出す為の一覧表の使用

（" ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定、 " ｱﾝｾﾞﾝ ｾｯﾃｲ " ； 安全設定） などすべての機能が一覧表なっていま
す。 この一覧表を索引と し て使用する事によ り 、 それぞれの機能に対し て さ らに く わしい説明
をご覧いただけます。
目次→ 3 ページを参照。

1.2 機能説明を捜し出す為の機能メ ニューの図式の使用

このガイ ド は、 機能グループの先頭から希望される的確な機能説明へ と導 く 様に作られていま
す。

使用可能な機能グループおよび機器機能は、 すべて表に リ ス ト されています ( → 11 ページを参
照 )。 希望される機能グループも し く は機能をお選び下さい。 ページ索引 / リ ン ク を使用する こ
と によ り 、 機能グループまたは機能の正確な説明をご覧いただけます。

1.3 機能説明を探し出す為の操作メ ニューの図式の使用

機能 メ ニュー内でのナビゲーシ ョ ンを容易にするために、 機能ご と に表示デ ィ スプレ イに表示
される位置が決められています。 すべての機能名が文字と数字で リ ス ト されている メ ニューイ
ンデッ ク スのページ索引 / リ ン ク （→ 82 ページを参照） を介し て、 各機能にア ク セスする こ と
ができ ます。
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1 使用上の注意 レベルフ レ ッ ク ス M
1.4 操作メ ニューの選択と設定

操作 メ ニューは 2 つのレベルで構成されています。
• 機能グループ（00、01、…、0C、0D）:

機器の個々の操作の選択は、 異なる機能グループにおおまかに分け られています。 機能グ
ループ と し ては、 例えば " ĕĬĻ ĜčġĐ " ；基本設定、 " ďĻĜļĻ ĜčġĐ " ；安全設定、 " ĚċĠĶČĖ " ；出力、
" ĩČđĚļ ġļĆěĪĽĸĐ " ；表示ディスプレイなどがあ り ます。

• 機能（001、002、003、...、0D8、0D9）:

各機能グループは 1 つ以上の機能で構成されています。 これらの機能でレベルフ レ ッ ク ス本体
の動作やパラ メ ーターの設定が実行されます。 こ こ では数値の入力が可能で、 パラ メ ーター
を選択し てセーブする こ と ができ ます。 " ĕĬĻ ĜčġĐ " ；基本設定（00) 機能グループの使用可能
な機能と し ては、 例えば " ĞĻĖ ĢĖĜĐ " ；タンク特性（002）、 " ĝĖġĐĪļĠĢĖĜĐ " ；測定物測定（003）、
" ĪĽĹĜě ĢĖĜĐ " ；プロセス特性（004）、 " Ĕĵ ğČđĜĐ " ；空（0%）調整（005）などがあ り ます。

例えばレベルフ レ ッ ク ス本体のアプ リ ケーシ ョ ンを変更する場合は、 次の手順で行います。

1. " ĕĬĻ ĜčġĐ " ；基本設定 (00) 機能グループを選択し ます。

2. " ĞĻĖ ĢĖĜĐ " ；タンク特性 (002) を選択し ます。 ( 既存のタ ン ク特性が選択されます )。

1.4.1 機能の識別

機能 メ ニュー内での位置付けをわか り やす く するために、 機能ご と に、 表示デ ィ スプレ イに位
置が表示されます （→ 11 ページ以降）。

最初の 2 桁で機能グループを識別し ます。

3 桁目は、 その機能グループに属する各機能の番号です。

これ以降では、 位置は常に説明されている機能の後に括弧に入れて表示されます （例えば " ĞĻĖ 
ĢĖĜĐ " ；タンク特性（002））。

• " ĕĬĻ ĜčġĐ " ；基本設定 00

• " ďĻĜļĻ ĜčġĐ " ；安全設定 01

• " ģĔļęďĚļĊěĢ " ；長さの調整 02

...

• " ĕĬĻ ĜčġĐ " ；基本設定 00 → • " ĞĻĖ ĢĖĜĐ " ；タンク特性 002

• " ĝĖġĐĪļĠĢĖĜĐ " ；測定物測定 003

• " ĪĽĹĜěĢĖĜĐ " ；プロセス特性 004

...
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レベルフ レ ッ ク ス M 1 使用上の注意
1.5 機器本体表示デ ィ スプレ イ と操作エレ メ ン ト

表示は 4 行、 各行につき 20 文字です。 キーの組み合わせによ り コ ン ト ラ ス ト を調整でき ます。

図 1: 表示デ ィ スプレ イ と操作エレ メ ン ト のレ イアウ ト

VU331 液晶表示デ ィ スプレ イは、 スナッ プフ ィ ッ ト （上図参照） を押し て取 り はずしが可能で、
容易に操作でき ます。 機器と は 500 mm のケーブルで接続されます。

1.5.1 機器本体表示デ ィ スプレ イ

液晶表示デ ィ スプレ イ （LCD）
表示は 4 行、 各行につき 20 文字です。 キー操作で、 表示デ ィ スプレ イのコ ン ト ラ ス ト は調整可
能です。

図 2: 表示デ ィ スプレ イ
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1 使用上の注意 レベルフ レ ッ ク ス M
1.5.2 シンボル表示

下表は、 液晶デ ィ スプレ イ （LCD） に表示される シンボルの リ ス ト です。

表 1-1  シンボルの意味

1.5.3 キーボタ ンの割り当て

操作エレ メ ン ト はハウ ジングにあ り 、 ハウ ジング蓋を開ける事でア ク セスでき ます。

各キーボタ ンの機能

表 1-2  各キーボタ ンの機能

シンボル 意味

 アラーム _ シンボル
機器が、 ア ラーム状態になった時にこ のシンボルが現れます。 も し、 このシンボルが点滅

し ている な らば、 これは警告 （Warning） を示し ます。

 ロック _ シンボル
機器がロ ッ ク されている時、 つま り 入力が不可能な状態になっている時にこ のシンボルが

現れます。

 通信 _ シンボル
機器が HART、 PROFIBUS-PA、 FOUNDATION Fieldbus など を介し て通信中に、 この通信シ

ンボルが現れます。

シュミレーションスイッチ作動
この通信シンボルは、 FOUNDATION Fieldbus でのシ ミ ュ レーシ ョ ンが DIP ス イ ッ チを介し

て使用可能な場合に現れます。

各キー 意味

O も し く は V 選択 リ ス ト の上の方に移動し ます。

機能内の数値を変更し ます。

S も し く は W 選択 リ ス ト の下の方に移動し ます。

機能内の数値を変更し ます。

X も し く は Z 機能グループ内の一つ手前に戻 り ます （一つ左側に移動）。

F も し く は M 機能グループ内の一つ先に進みます （一つ右側に移動） 。

O と  F
も し く は

S と  F
液晶デ ィ スプレ イ LCD のコ ン ト ラ ス ト 調整。

O と  S と  F
ハード ウ ェ ア－ロ ッ ク／ロ ッ ク解除

表示も し く は通信を介し ての操作は不可能と な り ます。

表示を介し てのみロ ッ ク解除が可能です。 キーロ ッ ク解除、 パラ メ ーターも機

器本体デ ィ スプレ イ を介し て入力し なければな り ません。
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レベルフ レ ッ ク ス M 1 使用上の注意
1.5.4 VU 331 による操作

図 3: 操作メ ニューの構成と項目の選択
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1 使用上の注意 レベルフ レ ッ ク ス M
1.6 設定

1.6.1 測定機器上のスイ ッ チ操作

初めて機器に電源が投入された時には、 以下の メ ッ セージが機器本体デ ィ スプレ イに表示され
ます。

⇒

⇓ 約 5 秒後、 以下の メ ッ セージが表示されます。

⇓ 5 秒後に表示されます （HART の場合）。

⇓ 約 5 秒後、 も し く は F を押し た後以下の メ ッ

セージが現れます。

言語を選択し ます。

（この メ ッ セージは初めて機器に電源が投入され

た時に表示されます。）

⇓

⇓
基本単位を選択し ます。

（この メ ッ セージは初めて機器に電源が投入され

た時に表示されます。）

⇓
⇒ 現在の測定値が表示されています。

⇓ F が押された後、 グループセレ ク シ ョ ンに移 り ま

す。

こ の機能グループを選択する事で、 基本設定を行

う 事が可能です。

ENDRESS + HAUSER

E+–
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レベルフ レ ッ ク ス M 2 機能メ ニュー レベルフ レ ッ クス M
2 機能メ ニュー レベルフ レ ッ クス M

機能グループ 機能 説明掲載ページ

" ĕĬĻ ĜčġĐ " ；
基本設定

00 ⇒ " ｿｸﾃｲﾁ " ； 測定値 000 → 14 ページ

(14 ページを参照 ) " ﾀﾝｸ ﾄｸｾｲ " ； タ ン ク特性 002 → 14 ページ

⇓ " ｿｸﾃｲﾌﾞﾂ ﾄｸｾｲ " ； 測定物特性 003 → 15 ページ

" ﾌﾟﾛｾｽ ﾄｸｾｲ " ； プロ セス特性 004 → 17 ページ

" ﾌﾟﾛｰﾌﾞ ｴﾝﾄﾞ " ； プローブの終端 030 → 17 ページ

" ﾌﾟﾛｰﾌﾞ ﾅｶﾞｻﾞ " ； プローブ長 031 → 18 ページ

" ﾌﾟﾛｰﾌﾞ " ； プローブ 032 → 18 ページ

" ﾌﾟﾛｰﾌﾞ ﾅｶﾞｻﾞ " ； プローブ長 033 → 18 ページ

" ﾅｶﾞｻ ｹｯﾃｲ " ； 長さ を決定 034 → 18 ページ

" ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空 (0%) 調整 005 → 19 ページ

" ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ " ； 満タ ン ( スパン ) 調整 006 → 20 ページ

" ｷｮﾘ ｶｸﾆﾝ " ； 距離確認 051 → 21 ページ

" ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ﾚﾝｼﾞ " ； マ ッ ピ ングレ ンジ 052 → 22 ページ

" ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｲｼ " ； マ ッ ピング開始 053 → 22 ページ

" ďĻĜļĻ ĜčġĐ " ；
安全設定

01 ⇒ " ｱﾗｰﾑｼﾞ ﾉ ｼｭﾂﾘｮｸ " ； ア ラーム時の出力 010 → 24 ページ

(24 ページを参照 ) " ｱﾗｰﾑｼﾞ ﾉ ｼｭﾂﾘｮｸ " ； ア ラーム時の出力
（HART のみ）

011 → 26 ページ

⇓ " ﾊﾝｼｬﾅｼｼﾞ ﾉ ｼｭﾂﾘｮｸ " ； 反射無し時の出力 012 → 26 ページ

" ｺｳﾊﾞｲ % ｽﾊﾟﾝ /min" ； 勾配 % スパン / 分 013 → 27 ページ

" ﾁｴﾝ ｼﾞｶﾝ " ； 遅延時間 014 → 28 ページ

" ｱﾝｾﾞﾝ ｷｮﾘ " ； 安全距離 015 → 28 ページ

" ｱﾝｾﾞﾝｷｮﾘ ﾅｲ " ； 安全距離内 016 → 28 ページ

" ｱﾗｰﾑ ﾉ ｼｮｳﾆﾝ " ； ア ラームの承認 017 → 30 ページ

" ｱﾌﾚ ﾎﾞｳｼ " ； あふれ防止 018 → 30 ページ

" ﾌﾟﾛｰﾌﾞ ｲｼﾞｮｳｹﾝﾁ " ； プローブ異状検知 019 30 ページ

" ģĔļę ďĚļĊěĢ " ；
長さの調整

03 ⇒ " ﾌﾟﾛｰﾌﾞ ｴﾝﾄﾞ " ； プローブの終端 030 → 31 ページ

(31 ページを参照 ) " ﾌﾟﾛｰﾌﾞ ﾅｶﾞｻﾞ " ； プローブ長 031 → 31 ページ

⇓ " ﾌﾟﾛｰﾌﾞ " ； プローブ 032 → 32 ページ

" ﾌﾟﾛｰﾌﾞ ﾅｶﾞｻﾞ " ； プローブ長 033 → 32 ページ

" ﾅｶﾞｻ ｹｯﾃｲ " ； 長さ を決定 034 → 32 ページ

" ĶĤďĵĐĜļĎĚČĻ "；リニ
アライゼーション

04 ⇒ " ﾚﾍﾞﾙ / ｱﾚｰｼﾞ " ； レベル／アレージ 040 → 33 ページ

(33 ページを参照 ) " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ " ； リ ニア ラ イゼーシ ョ ン 041 → 34 ページ

⇓ " ﾕｰｻﾞｰ ﾀﾝｲ " ； ユーザー単位 042 → 37 ページ

" ﾃｰﾌﾞﾙ no." ； テーブル No, 043 → 38 ページ

" ﾚﾍﾞﾙ " ； レベル入力 044 → 38 ページ

" ﾖｳﾘｮｳ " ； 容量入力 045 → 39 ページ

"max. ｽｹｰﾙ " ； 最大ス ケール 046 → 39 ページ

" ﾖｳｷ ﾁｮｯｹｲ " ； 容器直径 047 → 39 ページ
エン ド レスハウザー ジャパン 11



2 機能メ ニュー レベルフ レ ッ クス M レベルフ レ ッ ク ス M
機能グループ 機能 説明掲載ページ

" ĔĖğČđ ĜčġĐ " ；
拡張設定

05 ⇒ " ｾﾝﾀｸ " ； 選択 050 → 40 ページ

(40 ページを参照 ) " ｷｮﾘ ｶｸﾆﾝ " ； 距離確認 051 → 40 ページ

⇓ " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ﾚﾝｼﾞ " ； マ ッ ピ ングレ ンジ 052 → 41 ページ

" ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｲｼ " ； マ ッ ピング開始 053 → 41 ページ

" ｹﾞﾝ ﾏｯﾌﾟ ｷｮﾘ " ； 現マ ッ プ距離 054 → 42 ページ

" ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ｼｮｳｷｮ " ； マ ッ ピ ングの消去 055 → 42 ページ

" ﾊﾝｼｬ ｷｮｳﾄﾞ " ； 反射強度 056 → 43 ページ

" ｵﾌｾｯﾄ " ； オフセ ッ ト 057 → 43 ページ

" ｼｭﾂﾘｮｸ ｾｷﾌﾞﾝ " ； 出力積分 058 → 43 ページ

" ｳｴｶﾞﾜ ﾌｶﾝﾁｷｮﾘ " ； 上部不感知距離 059 → 44 ページ

" ĚċĠĶČĖ " ； 出力 06 ⇒ " ﾂｳｼﾝ ｱﾄﾞﾚｽ " ； 通信ア ド レ ス （HART のみ） 060 → Page 47

"profibus param." ；
Profibus パラメー
ター

06
"instrument addr." ； 機器ア ド レ ス
（PROFIBUS-PA のみ）

060 → 47 ページ

PROFIBUS-PA のみ " ｼﾞｮﾌﾞﾝ no." ； 序文 No. （HART のみ） 061 → 48 ページ

(47 ページを参照 ) "ident number" ； 確認 No （PROFIBUS-PA のみ） 061 → 48 ページ

⇓ " ｼｭﾂﾘｮｸﾁ ﾉ ｼｷｲ " ； 出力値のし きい （HART 
のみ）

062 → 49 ページ

"set unit to bus" ； バスへの単位設定
（PROFIBUS-PA のみ）

062 → 49 ページ

" ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ " ； 電流出力モー ド 063 50 ページ

"out value" ； 出力値 （PROFIBUS-PA のみ） 063 → 50 ページ

" ｺﾃｲﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸﾁ " ； 固定電流出力値
（HART のみ）

064 → 51 ページ

"out status" ； 電流出力固定値 （PROFIBUS-PA 
のみ）

064 → 51 ページ

" ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン 065 → 52 ページ

" ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾁ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン値 066 → 53 ページ

" ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸﾁ " ； 電流出力値 （HART のみ） 067 → 53 ページ

"2nd cyclic value" ； 第二サイ クルの値
（PROFIBUS-PA のみ）

067 → 53 ページ

"4mA ﾁ " ； 4mA 値 （HART のみ ) 068 53 ページ

"select v0h0" ； 測定値選択 （PROFIBUS-PA の
み )

068 → 54 ページ

"20mA ﾁ " ； 20mA 値 （HART のみ ) 069 → 54 ページ

"display value" ； 表示値 （PROFIBUS-PA のみ ) 069 → 54 ページ

" ĨĻĚĊ ĨėĐ " ；
反射波形

0E ⇒ " ﾌﾟﾛｯﾄ ｾｯﾃｲ " ； プロ ッ ト 設定
0E1 → 55 ページ

(55 ページを参照 ) " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ ﾖﾐｺﾐ " ； 反射波形読み込み 0E2 → 55 ページ

⇓ 反射波形 0E3 → 56 ページ

" ĩČđĚļ ġļĆěĪĽĸĎ " ；
表示ディスプレイ

09 ⇒ " ｹﾞﾝｺﾞ " ； 言語 092 → 58 ページ

(58 ページを参照 ) " ﾎｰﾑ ﾍ ﾓﾄﾞﾙ " ； ホームへ戻る 093 → 58 ページ

⇓ " ﾋｮｳｼﾞ ｹｲｼｷ " ； 表示形式 094 → 59 ページ

" ｼｮｳｽｳﾃﾝ ｲｶ ﾉ ｹﾀ " ； 小数点以下の桁 095 → 59 ページ

" ｼｮｳｽｳﾃﾝ ﾉ ｷｬﾗｸﾀｰ " ； 小数点のキ ャ ラ ク
ター

096 → 59 ページ

" ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ ﾃｽﾄ " ； デ ィ スプレ イ テス ト 097 → 60 ページ

" ĚĻĞļĻ " ；診断 0A ⇒ " ｹﾞﾝｻﾞｲ ﾉ ｴﾗｰ " ； 現在のエ ラー 0A0 → 62 ページ

(61 ページを参照 ) " ｾﾞﾝｶｲ ﾉ ｴﾗｰ " ； 前回のエ ラー 0A1 → 62 ページ

⇓ " ｾﾞﾝｶｲﾉｴﾗｰﾉ ｼｮｳｷｮ " ； 前回のエ ラーの消去 0A2 → 62 ページ

" ﾘｾｯﾄ " ； リ セ ッ ト 0A3 → 63 ページ

" ﾛｯｸ ｶｲｼﾞｮ ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ " ； ロ ッ ク解除パラ メ ー
ター

0A4 → 64 ページ

" ｿｸﾃｲ ｷｮﾘ " ； 測定距離 0A5 → 65 ページ

" ｿｸﾃｲ ﾚﾍﾞﾙ " ； 測定レベル 0A6 → 66 ページ

" ｹﾝｼｭﾂｳｨﾝﾄﾞｳ " ； 検出ウ ィ ン ド ウ 0A7 66 ページ

" ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ " ； アプ リ ケーシ ョ ンパ
ラ メ ーター

0A8 → 67 ページ
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レベルフ レ ッ ク ス M 2 機能メ ニュー レベルフ レ ッ クス M
機能グループ 機能 説明掲載ページ

" ĚěġįĨĽĵİĎĞĎ " ；シ
ステムパラメーター

0C ⇒ " ﾀｸﾞ no." ； タ グ No. 0C0 → 68 ページ

(68 ページを参照 ) "device tag" ； デバイ ス タ グ No,
（FOUNDATION Fieldbus のみ）

0C0 → 68 ページ

⇓ "Profile Version" ； プロ フ ァ イルバージ ョ ン
（PROFIBUS-PA のみ）

0C1 → 68 ページ

" ﾌﾟﾛﾄｺﾙ sw-no." ； プロ ト コル +SW-No 0C2 → 68 ページ

" ｼﾘｱﾙ no." ； シ リ アル No. 0C4 → 69 ページ

"device id" ； デバイ ス ID （FOUNDATION 
Fieldbus のみ）

0C4 → 69 ページ

" ｷｮﾘ ﾀﾝｲ " ； 距離単位 0C5 → 69 ページ

" ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ ﾓｰﾄﾞ " ； ダウ ン ロー ド モー ド 0C8 → 70 ページ

" ęĎĩļě " ；サービス D00 ⇒ " ｻｰﾋﾞｽ ﾚﾍﾞﾙ " ； サービ ス レベル D00 71 ページ
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3 機能グループ " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定 (00) レベルフ レ ッ ク ス M
3 機能グループ " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定 (00)

3.1 機能 " ｿｸﾃｲ ﾁ " ； 測定値 （000）

この機能は、 現在の測定値を選択で表示し ます （" ĳĎęļĎ ĞĻĐ " ；ユーザー単位（042）機能を参
照）。 小数点以下の桁数は、 " ĚČđěđġĻ ĐĔ ħ ėĞ " ；小数点以下の桁（095）で選択する こ と ができ ま
す。

3.2 機能 ﾀﾝｸ ﾄｸｾｲ " ； タ ン ク特性 （002）

この機能は、 タ ン ク特性を選択するために使用し ます。

選択 :
• 標準
• ｱﾙﾐﾆｳﾑﾀﾝｸ ； アル ミ ニウ ム タ ン ク
• ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸﾀﾝｸ ； プラ ステ ィ ッ ク タ ン ク
• ﾊﾞｲﾊﾟｽ / ﾊﾟｲﾌﾟ ； 外筒管 / 内筒管
• ｺｱｷｼｬﾙﾌﾟﾛｰﾌﾞ ； コ アキシャルプローブ
• ｺﾝｸﾘｰﾄ ﾉ ｶﾍﾞ ； コ ン ク リ ー ト 壁

標準
ロ ッ ド プローブおよびローププローブの通常タ ン ク取 り 付けには " 標準 " オプシ ョ ンを推奨し
ます。

アル ミ ニウムタ ン ク
" アルミニウムタンク " オプシ ョ ンは、 タ ン ク が空の時に ノ イ ズレベルの増加を引き起こす、 高
いアル ミ ニウ ムサイ ロ用に特に設計されています。 このオプシ ョ ンは、 4 m 以上のプローブのみ
に有効です。 4 m 以下のプローブの場合は、 " 標準 " オプシ ョ ンを選択し て く ださい。

! 注意 !
" アルミニウムタンク " を選択し た場合、 機器は測定物の特性に応じ て、 最初のタ ン ク充填中に
自発的に校正を行います。 そのため、 最初の充填時には測定誤差が発生し ます。

プラステ ィ ッ ク タ ン ク
" プラ ステ ィ ッ ク タ ン ク " （プラ ステ ィ ッ ク タ ン ク での設置参照 ) に、 表面が金属でない木また
はプラ ステ ィ ッ ク のコ ンテナ内にプローブを設置する時には " プラスティックタンク " オプ
シ ョ ンを選択し ます。

! 注意 !
原則と し て、 プロセス接続には、 表面部分が金属の物を選んで く ださい。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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レベルフ レ ッ ク ス M 3 機能グループ " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定 (00)
外筒管 / 内筒管
" バイパス / パイプ " オプシ ョ ンは、 外筒管 （“バイパス”） または内筒管 （“パイプ”） にプロー
ブを設置する場合に設定し ます。 このオプシ ョ ンを選択し た場合、 上部不感知距離は 100 mm に
工場設定されます。

コ アキシャルプローブ
" コアキシャルプローブ " オプシ ョ ンは、 コ アキシ ャルプローブを使用する場合に選択し て く だ
さい。 これを設定し た場合は、 測定の評価は、 高感度のコ アキシャルプローブに適応し ていま
す。 このため、 このオプシ ョ ンはローププローブまたはロ ッ ド プローブを使用する場合には選
択しないでください。

コ ン ク リー ト 壁
" コンクリート壁 " オプシ ョ ンは、 壁と の距離を 1 m 以下で取 り 付ける場合に、 コ ン ク リ ー ト 壁
の単一ダンピング特性を考慮に入れています。

3.3 機能 " ｿｸﾃｲﾌﾞﾂ ﾄｸｾｲ " ； 測定物特性 （003）

この機能は、 比誘電率を選択するために使用し ます。

選択 :
• " ĪİĐ " ； 不明
• 1.4 ～ 1.6

FMP40 : コ アキシャルおよびロ ッ ド プローブを金属パイプ ( < DN 150) に装着する場合
FMP41C、 FMP45 : 1.4 ( 金属パイプに装着する場合 )

• 1.6 ～ 1.9
• 1.9 ～ 2.5
• 2.5 ～ 4.0
• 4.0 ～ 7.0
• > 7.0

FMP40:

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

測定物グループ 比誘電率 代表的な粉粒体 代表的な液体 測定レンジ

被覆のない
金属プローブ

PA コートされた
ローププローブ

1 1.4 ～ 1.6 液化ガス （例えば N2、 CO2 など） 4 m、 コ アキシ ャルプ

ローブのみ

—

2 1.6 ～ 1.9 粉状のプラ スチッ ク

白色石灰、 特殊セ メ ン ト

砂糖

プロパンなどの液化ガス

溶剤

フ レオン 12/ フ レオン

パームオイル

25 ～ 30 m 12.5 ～ 15 m

3 1.9 ～ 2.5 ポル ト ラ ン ド セ メ ン ト 、 石膏 鉱油、 燃料 30 ～ 35 m —

細粉 — — 15 ～ 25 m

4 2.5 ～ 4 穀類、 種 ⎯ ⎯ 25 ～ 30 m

砂利

砂

ベンゼン、 スチレ ン、 ト ルエン

フ ラ ン

ナフ タ リ ン

35 m 25 ～ 30 m

5 4 ～ 7 自然の湿気を含んだ （砂利）

石、 鉱石

塩

ク ロ ロベンゼン、 ク ロ ロ ホルム

セルロース スプレー

イ ソ シアン酸塩、 アニ リ ン

35 m 35 m

6 > 7 金属粉

カーボンブラ ッ ク

粉末石炭

水溶液

アルコール

アンモニア

35 m 35 m
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3 機能グループ " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定 (00) レベルフ レ ッ ク ス M
FMP41C, FMP45:

非常に粗い粒体も し く は粗い粉体には低位のグループが適用されます。
以下のものは、 最大測定可能レンジが減少する原因 と な り ます。
• 表面が非常に粗い粒体。 例えば充填時に空気が入ったため堆積密度が低 く なっている粒体。
• 付着物。 主に湿った測定物のもの。

! 注意 !
アンモニアは拡散速度の高い物質であ るため、 この媒体での測定にはガス タ イ ト フ ィ ール ド ス
ルを備えた FMP45 の使用をお勧めし ます。

測定物グループ 比誘電率 代表的な液体 最大測定範囲

1 1.4 ～ 1.6 液化ガス （例えば N2、 CO2 など） 4 m、 金属パイプに取 り 付け る場合

2 1.6 ～ 1.9 プロパンなどの液化ガス

溶剤

フ レオン 12/ フ レオン

パームオイル

9 m

3 1.9 ～ 2.5 鉱油、 燃料 12 m

4 2.5 ～ 4 ベンゼン、 スチレ ン、 ト ルエン

フ ラ ン

ナフ タ リ ン

16 m

5 4 ～ 7 ク ロ ロベンゼン、 ク ロ ロ ホルム

セルロース スプレー

イ ソ シアン酸塩、 アニ リ ン

25 m

6 > 7 水溶液

アルコール

酸、 アルカ リ

30 m
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レベルフ レ ッ ク ス M 3 機能グループ " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定 (00)
3.4 機能 " ﾌﾟﾛｾｽ ﾄｸｾｲ " ； プロセス特性 (004)

この機能を使用し て、 機器の反応を タ ン ク内の充填速度に適合させます。 こ の設定はイ ンテ リ
ジェ ン ト フ ィ ルタに影響を与えます。

選択 :
• 標準
• " ﾊﾔｲ ｴｷﾒﾝ ﾍﾝﾄﾞｳ " ； 速い液面変動
• " ｵﾀﾞﾔｶﾅ ﾍﾝｶ " ； 穏やかな変化
• " ﾃｽﾄ ： ﾉｰﾌｨﾙﾀｰ " ； テス ト ： フ ィ ルタ な し

3.5 機能 " ﾌﾟﾛｰﾌﾞ ｴﾝﾄﾞ " ； プローブの終端 (030)

この機能を使用し て、 レベルフ レ ッ ク スの内部でプローブ終端の信号の極性を選択し ます。 プ
ローブ終端が露出し た状態になっているか、 絶縁されたア タ ッチ メ ン ト に装着されている場合
は、 プローブ終端の信号は陰性にな り ます。
ア タ ッチ メ ン ト が接地されている場合は、 プローブ終端からの信号は陽性にな り ます。
FMP41C の場合、 " ﾌﾘｰ " のみ設定可能です。

選択 :
• " ĪĶĎ " ；先端固定なし（先端固定なしのウエイトタイプの場合、ロッド、コアキシャルプロー

ブの場合）
• ｾﾝﾀﾝｺﾃｲ ｱｲｿﾚｰﾄ ； 絶縁されたア タ ッチ メ ン ト に先端を固定し ている場合1

• ｾﾝﾀﾝｺﾃｲ ｸﾞﾗﾝﾄﾞ ； 接地されたア タ ッチ メ ン ト に先端を固定し ている場合 1

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

選択 : 標準
" ĨĲĐ ĒĕİĻ īĻĢļđ " ；

速い液面変動
" ēĞļĲĔģ īĻĔ " ；
穏やかな変化

" ġěĢ：ħĎĪĆķĞĎ "；テスト：
フィルタなし

用途 : すべての標準的な用途に適

用。 低～中程度の充填速度

で粒体および液体を充填す

る十分な大き さ のタ ン ク向

け。

速い充填速度で、 主に液体

を充填する小さ な タ ン ク向

け。

例えば攪拌器などによ って、

液面が激し く 荒れる よ う な

用途に適用。 主と し て低～

中程度の充填速度の大き な

タ ン ク向け。

最短の反応時間 :

• テス ト 目的で適用。

• " ﾊﾔｲ ｴｷﾒﾝ ﾍﾝﾄﾞｳ " ；速い

液面変動設定が遅すぎ る

場合に、 充填速度の速い

小さ な タ ン ク に適用。

2 線電子部タ イプ ： デッ ド タ イ ム : 4 秒

ス リ ューレー ト : 18 秒

デッ ド タ イ ム : 2 秒

ス リ ューレー ト : 5 秒

デッ ド タ イ ム : 6 秒

ス リ ューレー ト : 40 秒

デッ ド タ イ ム : 1 秒

ス リ ューレー ト : 0 秒

4 線電子部タ イプ ： デッ ド タ イ ム : 2 秒

ス リ ューレー ト : 11 秒

デッ ド タ イ ム : 1 秒

ス リ ューレー ト : 3 秒

デッ ド タ イ ム : 3 秒

ス リ ューレー ト : 25 秒

デッ ド タ イ ム : 0,7 秒

ス リ ューレー ト : 0 秒

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

1.FMP41C : この設定によ り 、 タ ン ク が空の場合は出力信号に誤差が生じ る こ と があ り ます。
エン ド レスハウザー ジャパン 17



3 機能グループ " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定 (00) レベルフ レ ッ ク ス M
3.6 機能 " ﾌﾟﾛｰﾌﾞ ﾅｶﾞｻﾞ " ； プローブ長 （031）

この機能を使用し て、 工場出荷時の校正の後でプローブ長が変更されたかど う かを選択し ます。
選択し た場合に限 り 、 プローブ長を入力または修正する必要があ り ます。

選択 :
• " ĮīĻĘđ " ；未変更
• " ﾍﾝｺｳｽﾞﾐ " ； 変更済み

! 注意 !
機能 " ĪĽĹĎĪļ ģĔļęļ ； プローブ長 " (031) で " ﾍﾝｺｳｽﾞﾐ " ； 変更済み が選択された場合は、次のス
テ ッ プでプローブ長が定義されます。

3.7 機能 " ﾌﾟﾛｰﾌﾞ " ； プローブ （032）

この機能を使用し て、 プローブが露出し た状態になっているか、 あ るいは測定物によ ってカ
バーされた状態になっているかを選択し ます。
プローブが露出し た状態になっている場合は、 " ģĔļę ėčġĐ " ； 長さを決定 (034) 機能で、 レベル
フ レ ッ ク スが自動的にプローブ長を決定する こ と ができ ます。 測定物によ ってカバーされてい
る場合は、 " ĪĽĹĎĪļ ģĔļę " ； プローブ長 (033) 機能で、 正確な入力を行な う 必要があ り ます。

選択 :
• " ĪĶĎ " ； フリー（プローブが露出した状態）
• " ｳﾏｯﾃｲﾙ " ； 埋っている （プローブが測定物によ ってカバーされている状態）

3.8 機能 " ﾌﾟﾛｰﾌﾞ ﾅｶﾞｻﾞ " ； プローブ長 （033）

この機能を使用し て、 手動でプローブ長を設定し ます。

3.9 機能 " ﾅｶﾞｻ ｹｯﾃｲ " ； 長さ を決定 （034）

この機能を使用し て、 手動でプローブ長を設定し ます。
設置条件によ っては、 自動判別されたプローブ長が、 実際のプローブよ り も長いこ と があ り ま
す ( 一般に 20 ～ 30 mm 長い )。 これは測定精度には影響し ません。 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンのた
めに空調整の値を入力する と きは、 自動判定プローブ長ではな く " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空 (0%） 調整を
使用し て く ださい。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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レベルフ レ ッ ク ス M 3 機能グループ " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定 (00)
選択 :
• " ģĔļę OK"；長さ OK
• " ﾐｼﾞｶｽｷﾞﾙ " ； 短すぎ る
• " ﾅｶﾞｽｷﾞﾙ " ； 長すぎ る
" ﾐｼﾞｶｽｷﾞﾙ " ； 長さ が短すぎる または " ﾅｶﾞｽｷﾞﾙ " ； 長さ が長すぎる を選択 し た後、新たな値を計
算するのに約 10 秒かか り ます。

3.10 機能 " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空 （0%） 調整 (005)

この機能は、 フ ラ ンジ （測定基準点） から最低レベル （= 0%） までの距離を入力する ために使用
し ます。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

0%

E
E = 

Emax
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3 機能グループ " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定 (00) レベルフ レ ッ ク ス M
3.11 機能 " ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ " ； 満タ ン （スパン） 調整 (006)

この機能は、 最低レベルから最大レベルまでの距離 （= スパン） を入力する ために使用し ます。

3.12 表示 （008）

基準点から測定対象物表面までの測定距離 と、 空 （0%） 調整を使用し て計算された測定値が表示
されます。 この値が実際の測定値または実際の距離 と一致し ているかど う かチェ ッ ク し て く だ
さい。 次のよ う なケースがあ り ます。
• 距離が一致 - 測定値が一致 -> 次の " ĕČĶ ĔĖĤĻ " ； 距離確認 (051) 機能に進みます。
• 距離が一致 - 測定値が不一致 -> " Ĕĵ ğČđĜĐ " ； 空（0%） 調整 (005) をチェ ッ ク し ます。
• 距離が不一致 - 測定が不一致 -> 次の " ĕČĶ ĔĖĤĻ " ；距離確認 (051) 機能に進みます。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

100%

0%

F
F = 

Fmax = E

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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レベルフ レ ッ ク ス M 3 機能グループ " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定 (00)
3.13 機能 " ｷｮﾘ ｶｸﾆﾝ " ； 距離確認 (051)

この機能によ り 、 反射 ノ イ ズのマ ッ ピング開始の準備モード に入 り ます。 これを開始するため
には、 測定距離を被測定物の液 / 粉面までの実際の距離 と比較する必要があ り ます。 以下のオ
プシ ョ ンが選択でき ます。
選択 :
• " ｷｮﾘ = ok" ； 距離が適正
• " ｷｮﾘ ﾁｲｻｽｷﾞﾙ " ； 距離が過小
• " ｷｮﾘ ｵｵｷｽｷﾞﾙ " ； 距離が過大
• " ｷｮﾘ ﾌﾒｲ " ； 距離が不明
• " ĭĤċďķ " ； マニュアル入力
• " ﾌﾟﾛｰﾌﾞ ﾌﾘｰ " ； プローブが測定物によ り カバーされていない

" ｷｮﾘ = ok" ； 距離が適正
この機能は、 カバーされたプローブに使用されます。 " ĭĤċďķ " ； マニュアル入力 か、 " ĪĽĹĎĪļ 
ĪĶĎ " ； プローブが測定物によりカバーされていないを選択。
• 現状測定されている反射ノ イ ズのレベルまでのマ ッ ピングが行われます。
• 抑制すべき範囲が " ĭčĩĽĻĖļ ĸĻĚļ " ； マッピングレンジ (052) で提示されます。
この場合でも マ ッ ピングの実行を推奨し ます。

! 注意 !
測定物によ り カバーされていないプローブでは、 マ ッ ピングは " プローブ フリー " を選択する こ
と で確認されます。

" ｷｮﾘ ﾁｲｻｽｷﾞﾙ " ； 距離が過小
• 現時点で反射ノ イ ズが測られています。
• 従って現在測定されている反射を含め ノ イ ズ反射マ ッ ピングが行われます。
• 抑制すべき範囲が " ĭčĩĽĻĖļ ĸĻĚļ " ； マッピングレンジ (052) で提示されます。

" ｷｮﾘ ｵｵｷｽｷﾞﾙ " ； 距離が過大
• こ のエラーは反射ノ イ ズマ ッ ピングでは修復されません。
• アプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ーター (002)、(003)、(004) および " Ĕĵ ğČđĜĐ " ； 空（0%）調整 (005)

をチェ ッ ク し て く ださい。

" ｷｮﾘ ﾌﾒｲ " ； 距離が不明
実際の距離がわから なければ、 マ ッ ピングは実行する こ と ができ ません。

" ﾏﾆｭｱﾙ " ； マニュアル入力
範囲をマニュ アルで入力し てマ ッ ピングを行 う こ と も でき ます。 この入力は、 " ĭčĩĽĻĖļ ĸĻĚļ " ； 
マッピングレンジ（052） で行います。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

+

+

 ;  = ok ;
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3 機能グループ " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定 (00) レベルフ レ ッ ク ス M
" 警告 !
マ ッ ピングのレンジは、 実際のレベルから 　 0.3 m （20"） 手前まで と し ます。 容器が空の場合
は、 プローブの全長にわたってマ ッ ピングする こ と ができ ます。

" ﾌﾟﾛｰﾌﾞ ﾌﾘｰ " ； プローブ フ リー
プローブが露出し た状態になっている場合は、 プローブの全長にわたってマ ッ ピング し ます。

" 警告 !
プローブが確実に露出されている場合にだけ、 この機能でマ ッ ピングを開始し て く ださい。 そ
う し なければ、 機器が正確な測定を行えな く な り ます。

3.14 機能 " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ﾚﾝｼﾞ " ； マ ッ ピングレンジ （052）

この機能では、 マ ッ ピング開始の提示範囲が表示されます。 基準点が常に測定の基準点 と な り
ます ( → 1 ページ以降 )。 この数値はオペレータが編集する こ と ができ ます。
マニュ アル入力によ るマ ッ ピングでは、 デフ ォル ト 値は 0.3 m にな り ます。

3.15 機能 " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｲｼ " ； マ ッ ピング開始 " (053)

この機能は、 " ĭčĩĽĻĖļ ĸĻĚļ " ； マッピングレンジ (052) で指定し た距離まで干渉 ノ イ ズの不要反
射マ ッ ピングを行 う ために使用し ます。

選択 :
• " ｵﾌ " ； オフ ： 不要反射マ ッ ピングは行われません
• " ｵﾝ " ； オン ： 不要反射マ ッ ピングが開始し ます

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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レベルフ レ ッ ク ス M 3 機能グループ " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定 (00)
3.16 表示 （008）

基準点から測定対象物表面までの測定距離と、 空 （0%） 調整を使用し て計算された測定値が再度
表示されます。 この値が実際の測定値または実際の距離と一致し ているかど う かチェ ッ ク し て
く ださい。 次のよ う なケースがあ り ます。
• 距離が一致 - 測定値が一致 -> 基本設定が完了し ています。
• 距離が不一致 - 測定が不一致 -> さ らに干渉 ノ イ ズの不要反射マ ッ ピングを行 う 必要があ り ま

す。 " ĕČĶ ĔĖĤĻ " ； 距離確認 (051) に戻 り ます。
• 距離が一致 - 測定が不一致  -> " Ĕĵ ğČđĜĐ " ；空（0%） 調整 (005) をチェ ッ ク し て く ださい。

! 注意 !
基本設定の完了後、(" ĨĻĚĊ ĨėĐ " ； 反射波形 (0E)" 機能グループ） によ る測定の評価を行 う こ と を
推奨し ます。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒

⇓ 約 3 秒後、 次の メ ッ セージが表示されます。

ENDRESS + HAUSER

E+–
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4 機能グループ " ｱﾝｾﾞﾝ ｾｯﾃｲ " ； 安全設定 (01) レベルフ レ ッ ク ス M
4 機能グループ " ｱﾝｾﾞﾝ ｾｯﾃｲ " ； 安全設定 (01)

4.1 機能 " ｱﾗｰﾑｼﾞ ﾉ ｼｭﾂﾘｮｸ " ； アラーム時の出力 (010)

この機能は、 警報 （ア ラーム ) の と きの出力の反応を選択するために使用し ます。

選択 :
• "MIN" ； 最小 （<= 3.6mA)
• "MAX" ；最大（22mA)
• " ﾎｰﾙﾄﾞ " ； ホール ド
• " ﾕｰｻﾞｰ ﾉ ﾄｸﾃｲ " ； ユーザー特定

"MIN" ； 最小 （<= 3.6mA)

機器がア ラーム状態になった時、 出力は以下のよ う に変化し ます。
• HART: MIN- ア ラーム 3.6 mA
• PROFIBUS PA: MIN- ア ラーム -99999 （表示）
• FOUNDATION Fieldbus: MIN- ア ラーム -99999 （表示）

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

(110%)

(-10%)3.6

t

[mA]
22

-99999

t

HART PA / FF
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レベルフ レ ッ ク ス M 4 機能グループ " ｱﾝｾﾞﾝ ｾｯﾃｲ " ； 安全設定 (01)
最大 110% 22mA

機器がア ラーム状態になった時、 出力は以下のよ う に変化し ます。
• HART: MAX- ア ラーム 22 mA
• PROFIBUS PA: MAX- ア ラーム +99999 （表示）
• FOUNDATION Fieldbus: MAX- ア ラーム +99999 （表示）

" ﾎｰﾙﾄﾞ " ； ホールド

機器がア ラーム状態になった時、 直前の測定値がホール ド されます。

" ﾕｰｻﾞｰ ﾉ ﾄｸﾃｲ " ； ユーザー特定

機器がア ラーム状態にな る と、 出力は "" ďĵĎįĚļ ħ ĚċĠĶČĖ " ； アラーム時の出力 " (011) で設定さ
れた値 (x mA) に設定されます。

" 警告 !
この機能は、 HART 機器にのみ有効です !

HART PA / FF
(110%)

(-10%)
3.6

t

[mA]
22 +99999

t

HART PA / FF
(110%)

(-10%)3.6

t

[mA]
22

-10 %

110 %

t
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4 機能グループ " ｱﾝｾﾞﾝ ｾｯﾃｲ " ； 安全設定 (01) レベルフ レ ッ ク ス M
4.2 機能 " ｱﾗｰﾑｼﾞ ﾉ ｼｭﾂﾘｮｸ " ； アラーム時の出力 (011)、HART のみ

ア ラーム時には、 特定し た出力電流にな り ます。 この機能は、 機能 " ďĵĎįĚļ ħĚċĠĶČĖ " ； アラーム
時の出力 (010) で、 " ĳĎęļĎ ħ ĢĖġĐ " ； ユーザー特定が選択されている と きに有効です。

" 警告 !
この機能は、 HART 機器にのみ有効です !

4.3 機能 " ﾊﾝｼｬﾅｼｼﾞ ﾉ ｼｭﾂﾘｮｸ " ； 反射無し時の出力 (012)

この機能は、 反射無し （失信号） の状態を出力する ために使用し ます。

選択 :
• " ｱﾗｰﾑ " ； ア ラーム
• " ĬĎķĢļ " ；ホールド
• " ｺｳﾊﾞｲ %/min" ； 勾配％スパン / 分

" ｱﾗｰﾑ " ； アラーム

失信号が多い場合、機器の表示は調整可能な " ğĒĻ ĚļĔĻ " ； 遅延時間 (014) の後にア ラーム ステー
タ スに変わ り ます。 出力の反応は、 " ďĵĎįĚļ ħ ĚċĠĶČĖ " ； アラーム時の出力 (010) 設定セ ッ ト によ
り ます。

⇓
⇒

ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

" " 014

" "
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レベルフ レ ッ ク ス M 4 機能グループ " ｱﾝｾﾞﾝ ｾｯﾃｲ " ； 安全設定 (01)
" ﾎｰﾙﾄﾞ " ； ホールド

失信号が多い と き、 " ğĒĻ ĚļĔĻ " ； 遅延時間 (014) 表示の後、 警告信号が発せられます。 出力は
ホール ド されます。

" ｺｳﾊﾞｲ %/min" ； 勾配％スパン / 分

失信号が多い と き、 " ğĒĻ ĚļĔĻ " ； 遅延時間 (014) 表示の後、 警告信号が発せられます。 勾配の定
義 " ĘđĨļĐ %/min" ； 勾配％スパン / 分 (013) によ って、出力は 0% または 100% 方向へ変化し ます。

4.4 機能 " ｺｳﾊﾞｲ %/min" ； 勾配％スパン / 分 " (013)

勾配角度は、 反射無し （失信号） 時の出力で定義されます。 " ĨĻĚĊģĚĚļ ħĚċĠĶČĖ " ； 反射無し時の
出力 (012) の中で、 " ĘđĨļĐ %/min" ； 勾配％スパン / 分が選択されている と き使用されます。 こ
の傾斜角度は、 毎分当 り の測定レンジ （％） を設定し ます。

" " 014

" "
014

" %/min"
013

⇓
⇒

ENDRESS + HAUSER

E+–
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4 機能グループ " ｱﾝｾﾞﾝ ｾｯﾃｲ " ； 安全設定 (01) レベルフ レ ッ ク ス M
4.5 機能 " ﾁｴﾝ ｼﾞｶﾝ " ； 遅延時間 (014)

機能 " ﾁｴﾝ ｼﾞｶﾝ " ； 遅延時間 （デフ ォル ト  = 30 秒） 反射無しの警告が出た後、 または機器がア
ラーム ステー ト に変更された後に、 こ の機能 " ﾁｴﾝ ｼﾞｶﾝ " ； 遅延時間 （デフ ォル ト  = 30 秒） に入
り ます。

4.6 機能 " ｱﾝｾﾞﾝ ｷｮﾘ " ； 安全距離 (015)

設定可能な安全距離は、" ĪĔĻğ ĕČĶ " ； 不感知距離 (059) の手前に設定可能です ( → 44 ページを参
照 )。 この距離を基準 と し て、 これ以上レベルが上昇する と測定値が無効になる と い う 警告が発
せられます。

安全距離を こ こ で入力し て く ださい。 デフ ォル ト 値は 0.1 m にな り ます。

4.7 機能 " ｱﾝｾﾞﾝｷｮﾘ ﾅｲ " ； 安全距離内 (016)

この機能は、 レベルが安全距離内に入った場合の処置を設定し ます。

選択 :
• " ｱﾗｰﾑ " ； ア ラーム
• " ėĐĘĖ " ； 警告
• " ｼﾞｺ ﾎｰﾙﾄﾞ " ； 自己ホール ド

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

" "
059

" "
015

" "
059

" "
015

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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レベルフ レ ッ ク ス M 4 機能グループ " ｱﾝｾﾞﾝ ｾｯﾃｲ " ； 安全設定 (01)
" ｱﾗｰﾑ " ； アラーム

" ďĵĎįĚļ ħ ĚċĠĶČĖ " ； アラーム時の出力 " (011) を定義し ます。 ア ラーム メ ッ セージ E651 - 
" ĸīļķĔļ ďĻĜļĻĕČĶģĐĤĨĐčġĐķ - ďĪĸĞļĚħĕėĻďĶ "；レベルが安全距離内 - 溢れ出し危険 " が表示され
ます。
レベルが安全距離の設定値外に下がった場合、 警告は消えレベルフ レ ッ ク ス本体は再度測定を
開始し ます。

警告

レベルフ レ ッ ク ス本体が、警告 E651 - " ĸīļķĔļ ďĻĜļĻĕČĶģĐĤĨĐčġĐķ - ďĪĸĞļĚħĕėĻďĶ " ； レベルが安
全距離内 - 溢れ出し危険が表示し た場合でも測定は継続されます。 警告はレベルが安全距離外
に下が り しだい消えます。

" ｼﾞｺ ﾎｰﾙﾄﾞ " ； 自己ホールド

" ďĵĎįĚļ ħ ĚċĠĶČĖ " ； アラーム時の出力 " (011) に切 り 替わ り ます。 ア ラーム メ ッ セージ E651 - 
" ĸīļķĔļ ďĻĜļĻĕČĶģĐĤĨĐčġĐķ - ďĪĸĞļĚħĕėĻďĶ "；レベルが安全距離内 - 溢れ出し危険 " が表示され
ます。
レベルが安全距離の設定値を越えた場合、 自己ホール ド の リ セ ッ ト （ア ラームの承認） を し た
後で測定が再開されます ( 機能 : "" ďĵĎį ħ ĚČđĤĻ " ； アラームの承認 " (017))。

" "

t

[mA]
22
SD

110%

3.6 -10%

"
"
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4 機能グループ " ｱﾝｾﾞﾝ ｾｯﾃｲ " ； 安全設定 (01) レベルフ レ ッ ク ス M
4.8 機能 " ｱﾗｰﾑ ﾉ ｼｮｳﾆﾝ " ； アラームの承認 (017)

この機能は、 " ĚļĘ ĬĎķĢļ " ； 自己ホールドが発せられている と きに通知されます。

選択 :
• " ĐĐĒ " ； いいえ
• " ﾊｲ " ； はい

" ｲｲｴ " ； いいえ
ア ラームは確認されていません。

" ﾊｲ " ； はい
ア ラームが確認されてます。

4.9 機能 " ｱﾌﾚ ﾎﾞｳｼ " ； あふれ防止 (018)

"german WHG" が選択さ れる と 、 WHG オーバーフロ ー保護に関する 各種パラ メ ータ がデフォ ルト
設定さ れ、 機器はこ れ以上操作でき ないよ う にロ ッ ク さ れま す。 ロ ッ ク 解除する には " ĩČđĚļċĻ "; 
標準を選択し ま す。 ロ ッ ク 解除し ても 、 WHG パラ メ ータ 設定は保持さ れま す。

4.10 機能 " ﾌﾟﾛｰﾌﾞ ｲｼﾞｮｳｹﾝﾁ " ； プローブ異状検知 (019)

この機能は、 プローブ異常の自己診断機能です。
プローブ異常検知を更新する前に、 マ ッ ピングする必要があ り ます ( 機能 " ĭčĩĽĻĖļĸĻĚļ "；マッ
ピングレンジ (052) および " ĭčĩĽĻĖļ ĔĐĚ "；マッピング開始 (053))。

選択 :
• " ēĪ " ； 無効
• " ｵﾝ " ； 有効

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒

⇓ 約 3 秒後、 次の メ ッ セージが表示されます。

ENDRESS + HAUSER

E+–
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レベルフ レ ッ ク ス M 5 機能グループ " ﾅｶﾞｻ ｱｼﾞｬｽﾄ " ； 長さの調整 （03）
5 機能グループ " ﾅｶﾞｻ ｱｼﾞｬｽﾄ " ； 長さの調整 （03）

5.1 機能 "" ﾌﾟﾛｰﾌﾞ ｴﾝﾄﾞ " ； プローブの終端 " (030)

この機能を使用し て、 レベルフ レ ッ ク スの内部でプローブ終端の信号の極性を選択し ます。 プ
ローブ終端が露出し た状態になっているか、 絶縁されたア タ ッチ メ ン ト に装着されている場合
は、 プローブ終端の信号は陰性にな り ます。
ア タ ッチ メ ン ト が接地されている場合は、 プローブ終端からの信号は陽性にな り ます。

選択 :
• ĪĶĎ； 先端固定なし（先端固定なしのウエイトタイプの場合、ロッド、コアキシャルプローブ

の場合）
• ｾﾝﾀﾝｺﾃｲ ｱｲｿﾚｰﾄ ； 絶縁されたア タ ッチ メ ン ト に先端を固定し ている場合1

• ｾﾝﾀﾝｺﾃｲ ｸﾞﾗﾝﾄﾞ ； 接地されたア タ ッチ メ ン ト に先端を固定し ている場合 1

5.2 機能 " ﾌﾟﾛｰﾌﾞ ﾅｶﾞｻﾞ " ； プローブ長 （031）

この機能を使用し て、 工場出荷時の校正の後でプローブ長が変更されたかど う かを選択し ます。
選択し た場合に限 り 、 プローブ長を入力または修正する必要があ り ます。

選択 :
• " īĻĘđěļĮ " ； 変更済み
• " ﾐﾍﾝｺｳ " ； 未変更

! 注意 !
" ĪĽĹĎĪļ ģĔļęļ " ； プローブ長 (031) 機能で " īĻĘđěļĮ " ； 変更済みが選択された場合は、 次のス
テ ッ プでプローブ長が定義されます。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

1.FMP41C : この設定によ り 、 タ ン ク が空の場合は出力信号に誤差が生じ る こ と があ り ます。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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5 機能グループ " ﾅｶﾞｻ ｱｼﾞｬｽﾄ " ； 長さの調整 （03） レベルフ レ ッ ク ス M
5.3 機能 " ﾌﾟﾛｰﾌﾞ " ； プローブ （032）

こ の機能を使用し て、 プロ ーブが露出し た状態になっている か、 ある いは測定物によ ってカバー
さ れた状態になっている かを選択し ま す。 プロ ーブが露出し た状態になっている 場合は、 " ģĔļę 
ėčġĐ " ； 長さを決定 (034) 機能で、レ ベルフレ ッ ク ス が自動的にプロ ーブ長を決定する こ と ができ
ま す。 測定物によ ってカバーさ れている 場合は、 " ĪĽĹĎĪļ ģĔļę " ； プローブ長 (033) 機能で、 正確
な入力を行なう 必要があり ま す。
選択 :
• " ĪĶĎ " ； フリー（プローブが露出した状態）
• " ｳﾏｯﾃｲﾙ " ； 埋っている （プローブが測定物によ ってカバーされている状態）

5.4 機能 " ﾌﾟﾛｰﾌﾞ ﾅｶﾞｻﾞ " ； プローブ長 （033）

この機能を使用し て、 プローブ長を入力し ます。

5.5 機能 " ﾅｶﾞｻ ｹｯﾃｲ " ； 長さ を決定 （034）

この機能を使用し て、 手動でプローブ長を設定し ます。
設置条件によ っては、 自動判別されたプローブ長が、 実際のプローブよ り も長いこ と があ り ま
す ( 一般に 20 ～ 30 mm 長い )。 これは測定精度には影響し ません。 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンのた
めに空調整の値を入力する と きは、 自動判定プローブ長ではな く " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空 (0%） 調整を
使用し て く ださい。

選択 :
• " ģĔļę OK"；長さ OK
• " ﾐｼﾞｶｽｷﾞﾙ " ； 短すぎる
• " ﾅｶﾞｽｷﾞﾙ " ； 長すぎ る

 " ﾐｼﾞｶｽｷﾞﾙ " ； 長さ が短すぎる または " ﾅｶﾞｽｷﾞﾙ " ； 長さ が長すぎる を選択 し た後、 新たな値を
計算するのに約 10 秒かか り ます。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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レベルフ レ ッ ク ス M 6 機能グループ " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ " ； リ ニア ラ イゼーシ ョ ン (04)
6 機能グループ " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ "； リ ニアラ イゼーシ ョ ン 
(04)

6.1 機能 " ﾚﾍﾞﾙ / ｱﾚｰｼﾞ " ； レベル／アレージ (040)

選択 :
• " ĸīļķ ĳĎęļĎ ĞĻĐ " ；レベル ユーザー単位
• " ﾚﾍﾞﾙ ｷｮﾘ ﾀﾝｲ " ； レベル 距離単位
• " ｱﾚｰｼﾞ ﾕｰｻﾞｰ ﾀﾝｲ " ； アレージ ユーザー単位
• " ｱﾚｰｼﾞ ﾕｰｻﾞｰ ﾀﾝｲ " ； アレージ ユーザー単位

" ﾚﾍﾞﾙ ﾕｰｻﾞｰ ﾀﾝｲ " ； レベル ユーザー単位
ユーザー単位 （042） で設定された 単位でレベル表示されます。
" ĶĤďĵĐĜļĎĚČĻ " ； リニアライゼーション (041) のデフ ォル ト は、0 ～ 100% リ ニアにセ ッ ト されて
います。

" ﾚﾍﾞﾙ ｷｮﾘ ﾀﾝｲ " ； レベル 距離単位
距離単位 (0C5) で設定された単位でレベル表示されます。

" ｱﾚｰｼﾞ ﾕｰｻﾞｰ ﾀﾝｲ " ； アレージ ユーザー単位
ユーザー単位 （042） で設定された 単位でアレージ表示されます。
" ĶĤďĵĐĜļĎĚČĻ " ； リニアライゼーション (041) のデフ ォル ト は、0 ～ 100% リ ニアにセ ッ ト されて
います。

" ｱﾚｰｼﾞ ｷｮﾘ ﾀﾝｲ " ； アレージ距離単位
距離単位 (0C5) で設定された単位でアレージ表示されます。

! 注意 !
アレージの基準点は、 " ĭĻĞĻ ğČđĜĐ " ； 満タン（スパン ) 調整 (006) (= スパン ) と な り ます。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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6 機能グループ " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ " ； リ ニアラ イゼーシ ョ ン (04) レベルフ レ ッ ク ス M
6.2 機能 " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ " ； リ ニアラ イゼーシ ョ ン (041)

" ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ " ； リ ニア ラ イゼーシ ョ ンによ って、 容器の体積または測定物の重量に対する レ
ベルの比率が定義され、 ユーザー単位 （例えば メ ー ト ル、 ヘク ト リ ッ ト ルなど） を使用し た測
定ができ る よ う にな り ます。 その後、 （000） での測定値が選択された単位で表示されます。

この機能は、 " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ " ； リ ニア ラ イゼーシ ョ ンを選択するために使用し ます。

選択 :
• " ĶĤď " ；リニア
• " ﾏｸﾗ ﾀﾝｸ " ； 枕タ ン ク
• " ﾏﾆｭｱﾙ " ； マニュ アル入力
• " ﾊﾝ - ｼﾞﾄﾞｳ " ； 半自動
• " ﾃｰﾌﾞﾙ ｵﾝ " ； テーブルオン
• " ﾃｰﾌﾞﾙ ｸﾘｱ " ； テーブルク リ ア

" ﾘﾆｱ " ； リ ニア
" ﾘﾆｱ " ； リ ニアは、例えば垂直タ ン ク などで選定し ます。 最大容量 / 重量を入力する こ と でユー
ザー単位での測定ができ ます。
ユーザー単位  (042) の選定ができ ます。 "max. ěėĎķ " ； 最大スケール  (046) で、 調整に対応する
体積値を定義し ます。 測定値は、 20 mA を 100% と し て表示されます （HART）。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

100%20
mA

0%4
mA kg, m3, ft3, ... =

(046)

"max. "
max. 

" "
042
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レベルフ レ ッ ク ス M 6 機能グループ " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ " ； リ ニア ラ イゼーシ ョ ン (04)
" ﾏｸﾗ ﾀﾝｸ " ； 枕タ ン ク
枕タ ン ク では、 " Ĵđĕ ğČčėĐ " ； 容器直径  (047)、 " ĳĎęļĎ ĞĻĐ " ； ユーザー単位  (042) および "max. 
ěėĎķ " ； 最大スケール (046) を入力する こ と によ って、 体積、 質量などが自動的に計算されます。
"max. ěėĎķ " ； 最大スケール (046) は、 100% の出力 （= 20 mA （HART の場合）） に相当し ます。

" ﾏﾆｭｱﾙ " ； マニュアル入力
レベルが測定レンジ内で容量や体積に対し て比例し ない場合は、 リ ニア ラ イゼーシ ョ ン ・ テーブ
ルを使ってユーザー単位を設定する こ と ができ ます。 必要要件は以下の通 り です。
• 最大 32 ペアの リ ニア ラ イゼーシ ョ ンカーブポイ ン ト を記憶し ます。
• レベル値は、 昇順に並んでいます。 リ ニア ラ イ ズは、 単調に増加し なければな り ません。
• リ ニア ラ イ ズカーブの最初の点と最後の点は、 空 / 満タ ン調整と同じでなければな り ません。
• リ ニア ラ イゼーシ ョ ンは、 基本設定の中の " ĕČĶ ĞĻĐ " ； 距離単位 " (0C5) で単位を設定されま

す。

テーブルの各点 (2) は、 値のペア ( レベル (3) と、 例えば体積 (4)) で表されます。 最終点の値のペ
アは 100% の出力値を定義し ます (= 20 mA （HART の場合 ))。

100%20
mA

0%4
mA kg, m3, ft3, ... =

(046)

"

"
047

" "
042"max. "

max. 

100%20
mA

0%4
mA

(2)

(4)

(3)

kg, m3, ft3, ... = " "
042
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6 機能グループ " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ " ； リ ニアラ イゼーシ ョ ン (04) レベルフ レ ッ ク ス M
! 注意 !
テーブルの入力が終了後、 " ġĎĪļķ ēĻ " ； テーブルオンによ り 有効 と な り ます。
100% 値は、 20 mA を 100% と し て定義されます (HART のみ )。

! 注意 !
レベル 0.00 m または、 容量 0.00% を確定する前に O または S を押すこ と によ り エデ ィ ッ ト
モード に入って く ださい。

FieldCare によ り テーブルエデ ィ ターを使用し、 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルに入る こ と によ
り エン ト リ ーされます。
画面上で内容を確認でき ます。
さ らに、 あ らゆる タ ン ク形状について、 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンカーブを計算する こ と ができ ま
す。

⇒

⇓
テーブルポ イ ン ト を選択し て く だ さい

（ポ イ ン ト  3）。

⇓
ポ イ ン ト  3 のレベルを入力し て く ださ い。

⇓
容量を入力し て く ださ い。

⇓
さ らに他のポ イ ン ト を設定し ますか。

⇓
次のテーブルポ イ ン ト

⇓
...

" Ġĕļ ħ ĬĽĐĻĢ " ； 次のポイント (045) で " ĐĐĒ " 
を選択する まで継続する。

（最大で 32 テーブルポ イ ン ト ペアまで）

ENDRESS + HAUSER

E+–
36 エン ド レスハウザー ジ ャパン



レベルフ レ ッ ク ス M 6 機能グループ " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ " ； リ ニア ラ イゼーシ ョ ン (04)
" ﾊﾝ - ｼﾞﾄﾞｳ " ； 半自動
タ ン ク が、 充填されている間に リ ニア ラ イゼーシ ョ ンカーブポイ ン ト を半自動的に入力し ます。
レベルフ レ ッ ク スはレベルを自動的に検知するので、 対応する体積 / 重量を入力する必要があ
り ます。
それぞれのポイ ン ト でのレベル値が自動的に割 り 振られる点以外は、 マニュ アルテーブル入力
工程と類似し てお り ます。

! 注意 !
タ ン ク が空の と きには以下の点に注意し て く ださい。
• ペアポイ ン ト 数はあ らかじめ認識し てお く 必要があ り ます。
• 最初のテーブル NO. = （32 - ペアポイ ン ト 数） と な り ます。
• " ġĎĪļķ no." ； テーブル No.  (043) では、 逆の順序で入力が行なわれます ( 最後の入力 = 1 と な

る )。

" ﾃｰﾌﾞﾙ ｵﾝ " ； テーブルオン
リ ニア ラーゼーシ ョ ンテーブルは、 テーブルオン時のみ作動し ます。

" ﾃｰﾌﾞﾙ ｸﾘｱ " ； テーブルク リ ア
リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルに入る前に、 既存のすべてのテーブルは消去し て く ださい。 リ
ニア ラ イゼーシ ョ ン ・ モード は自動的に リ ニアモード に変わ り ます。

! 注意 !
リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルは、 " ĶĤď " ； リニア も し く は、 " ĭĖĵ ĞĻĖ " ； 枕タンク ( も し く は、
" ĸīļķ / ďĸĎĚļ " ； レベル／アレージ (040)  = " ĸīļķ ĕČĶ ĞĻĐ " ； レベル距離単位、" ďĸĎĚļ ĕČĶ ĞĻĐ " ； 
アレージ距離単位 ) を選択する こ と によ り 、 動作中止し ます。 " ġĎĪļķ ēĻ " ； テーブルオンを選択
する事によ り 、 再度動作させる こ と ができ ます。

6.3 機能 " ﾕｰｻﾞｰ ﾀﾝｲ " ； ユーザー単位 (042)

この機能で、 ユーザー単位を選択し ます。

選択 :
• %
• l
• hl
• m3
• dm3
• cm3
• ft3
• us_gal
• i_gal
• kg
• T
• lb
• ton
• M
• ft
• mm
• inch

関連
以下のパラ メ ーターの単位が変わ り ます。
• " ｿｸﾃｲ ﾁ " ； 測定値 （000）
• " ﾖｳﾘｮｳ " ； 容量入力 （045）
• "max. ｽｹｰﾙ " ； 最大スケール （046）
• " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾁ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン値 （066）

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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6 機能グループ " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ " ； リ ニアラ イゼーシ ョ ン (04) レベルフ レ ッ ク ス M
6.4 機能 " ﾃｰﾌﾞﾙ no." ； テーブル No (043)

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブル内のペアポイ ン ト の値。

関連
" ĸīļķ " ； レベル入力 (044)、 " ĴđĶČđ " ； 容量入力 (045) のア ッ プデー ト 。

6.5 機能 "input level" ； レベル入力 (044)

この機能によ り リ ニア ラ イゼーシ ョ ンカーブの各ペアポイ ン ト の値を入力する こ と ができ ます。
リ ニア ラ イゼーシ ョ ンカーブが半自動的に入力される と、 レベルフ レ ッ ク スは自動的にレベル
を検知し ます。

ユーザー入力
レベルは、 " ĕČĶ ĞĻĐ " ； 距離単位 (0C5) で選定される単位と な り ます。

⇓
⇒

⇓

ENDRESS + HAUSER

E+–

⇓
⇒

⇓

ENDRESS + HAUSER

E+–
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レベルフ レ ッ ク ス M 6 機能グループ " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ " ； リ ニア ラ イゼーシ ョ ン (04)
6.6 機能 " ﾖｳﾘｮｳ " ； 容量入力 (045)

この機能によ り リ ニア ラ イゼーシ ョ ンカーブの各ペアポイ ン ト の値を規定し ます。

ユーザー入力
容量は、 " ĳĎęļĎ ĞĻĐ " ； ユーザー単位 (042) で設定される単位と な り ます。

6.7 機能 "max. ｽｹｰﾙ " ； 最大スケール （046）

この機能によ り 測定レンジの最終点の値を入力する こ と ができ ます。 " ĶĤďĵĐĜļĎĚČĻ " ； リニアラ
イゼーション (041) 機能で、 " ĶĤď " ； リニア、 " ĭĖĵ ĞĻĖ " ； 枕タンクを選定し た と きにはこの入力
が必要と な り ます。

6.8 機能 " ﾖｳｷ ﾁｮｯｹｲ " ； 容器直径 （047）

この機能によ り 、容器直径を入力し ます。 " ĶĤďĵĐĜļĎĚČĻ " ； リニアライゼーション  (041) 機能で、
" ĭĖĵ ĞĻĖ " ； 枕タンクを選定し た と きにはこの入力が必要と な り ます。

⇓
⇒

⇓

⇓

⇓

ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇓
⇒

ENDRESS + HAUSER

E+–
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7 機能グループ " ｶｸﾁｮｳ ｾｯﾃｲ " ； 拡張設定 (05) レベルフ レ ッ ク ス M
7 機能グループ " ｶｸﾁｮｳ ｾｯﾃｲ " ； 拡張設定 (05)

7.1 機能 " ｾﾝﾀｸ " ； 選択 （050）

機能 " ｶｸﾁｮｳ ｾｯﾃｲ " ； 拡張設定を選択し ます。

選択 :
• " ĕČđĠđ "；共通 （例えば " ｵﾌｾｯﾄ " ； オフセ ッ ト 、 " ｼｭﾂﾘｮｸ ｾｷﾌﾞﾝ " ； 出力積分など）
• " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ " ； マ ッ ピング
• " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ｼｮｳｷｮ "; マ ッ ピングの消去

7.2 機能 " ｷｮﾘ ｶｸﾆﾝ " ； 距離確認 （051)

この機能によ り 、 反射 ノ イ ズのマ ッ ピング開始の準備モード に入 り ます。 これを開始するため
には、 測定距離を被測定物の液 / 粉面までの実際の距離 と比較する必要があ り ます。 以下のオ
プシ ョ ンが選択でき ます。

選択 :
• " ｷｮﾘ = ok" ； 距離が適正
• " ｷｮﾘ ﾁｲｻｽｷﾞﾙ " ； 距離が過小
• " ｷｮﾘ ｵｵｷｽｷﾞﾙ " ； 距離が過大
• " ｷｮﾘ ﾌﾒｲ " ； 距離が不明
• " ĭĤċďķ " ； マニュアル入力
• " ﾌﾟﾛｰﾌﾞ ﾌﾘｰ " ； プローブが測定物によ り カバーされていない

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
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E+–

+

+

 ;  = ok ;
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レベルフ レ ッ ク ス M 7 機能グループ " ｶｸﾁｮｳ ｾｯﾃｲ " ； 拡張設定 (05)
" ｷｮﾘ = ok" ； 距離が適正
• 現状測定されている反射ノ イ ズのレベルまでのマ ッ ピングが行われます。
• 抑制すべき範囲が " ĭčĩĽĻĖļ ĸĻĚļ " ； マッピングレンジ (052) で提示されます。
この場合でも マ ッ ピングの実行を推奨し ます。

! 注意 !
測定物によ り カバーされていないプローブでは、 マ ッ ピングは " プローブ フリー " を選択する こ
と で確認されます。

" ｷｮﾘ ﾁｲｻｽｷﾞﾙ " ； 距離が過小
• 現時点で反射ノ イ ズが測られています。
• 従って現在測定されている反射を含め ノ イ ズ反射マ ッ ピングが行われます。
• 抑制すべき範囲が " ĭčĩĽĻĖļ ĸĻĚļ " ； マッピングレンジ (052) で提示されます。

" ｷｮﾘ ｵｵｷｽｷﾞﾙ " ； 距離が過大
• こ のエラーは反射ノ イ ズマ ッ ピングでは修復されません。
• アプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ーター (002)、(003)、(004) および " ĪĽĹĎĪļ ģĔļę " ；プローブ長 (033) 

をチェ ッ ク し ます。

" ｷｮﾘ ﾌﾒｲ " ； 距離が不明
実際の距離がわから なければ、 マ ッ ピングは実行する こ と ができ ません。

" ﾏﾆｭｱﾙ " ； マニュアル入力
範囲をマニュ アルで入力し てマ ッ ピングを行 う こ と も でき ます。 この入力は、 " ĭčĩĽĻĖļ ĸĻĚļ " ； 
マッピングレンジ（052） で行います。

" 警告 !
マ ッ ピングのレンジは、 実際のレベルから 0.3 m 手前まで と し ます。

7.3 機能 " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ﾚﾝｼﾞ " ； マ ッ ピングレンジ （052）

この機能では、 マ ッ ピング開始の提示範囲が表示されます。 基準点が常に測定の基準点 と な り
ます ( → 1 ページ以降 )。 この数値はオペレータが編集する こ と ができ ます。
マニュ アル入力によ るマ ッ ピングでは、 デフ ォル ト 値は 0.3 m にな り ます。

7.4 機能 " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｲｼ " ； マ ッ ピング開始 " (053)

この機能は、 " ĭčĩĽĻĖļ ĸĻĚļ " ； マッピングレンジ (052) で指定し た距離まで干渉 ノ イ ズの不要反
射マ ッ ピングを行 う ために使用し ます。

選択 :
• " ｵﾌ " ； オフ ： 不要反射マ ッ ピングは行われません
• " ｵﾝ " ； オン ： 不要反射マ ッ ピングが開始し ます

⇒
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E+–

⇒
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E+–
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7 機能グループ " ｶｸﾁｮｳ ｾｯﾃｲ " ； 拡張設定 (05) レベルフ レ ッ ク ス M
7.5 機能 " ｹﾞﾝ ﾏｯﾌﾟ ｷｮﾘ " ； 現マ ッ プ距離 (054)

マ ッ ピング された距離の記録が表示されます。
0 は、 そ こ まではマ ッ ピングがレ コード されていないこ と を示し ます。

7.6 機能 " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ｼｮｳｷｮ "; マ ッ ピングの消去 (055)

この機能を使用する と、 有効になっているマ ッ ピングをキ ャ ンセルする こ と ができ ます。

選択 :
• " ｲｲｴ " ； いいえ
• " ﾊｲ " ； はい

" ｲｲｴ " ； いいえ
有効になっているマ ッ ピングは消去されず、 有効なま まにな り ます。

" ﾊｲ " ； はい
マ ッ ピングがキ ャ ンセルされ、 " 距離 / レベル表示 "  (008) の表示に切 り 換わ り ます。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

" "
054

⇒
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E+–
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レベルフ レ ッ ク ス M 7 機能グループ " ｶｸﾁｮｳ ｾｯﾃｲ " ； 拡張設定 (05)
7.7 機能 " ﾊﾝｼｬ ｷｮｳﾄﾞ " ； 反射強度 (056)

" ﾊﾝｼｬ ｷｮｳﾄﾞ " ； 反射強度は、 測定精度の基本と な り ます。 以下の初期条件に依存する反射エネ
ルギーの量を表示し ます。
• 測定物の誘電率
• プローブのタ イプ
• センサ と測定物の距離

値が低い と きには、 測定条件 ( 例えば安息角、 長い測定距離など ) の変化によ って反射が失われ
る確率が高 く な り ます。

7.8 機能 " ｵﾌｾｯﾄ " ； オフセ ッ ト  (057)

機能は、 測定レベルを補正し ます。 入力された値は、 測定レベルに付加されます。

7.9 機能 " ｼｭﾂﾘｮｸ ｾｷﾌﾞﾝ " ； 出力積分 （058）

レベルの急激な変化に対応し た出力変化の時間積分を行います。 高い数値を入力すれば、 測定
値の急激な変化を緩衝する事ができ ます。

ユーザー入力
0 ～ 255 秒

デフ ォル ト 値は、選択されたアプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ーター " ĪĽĹĜě ĢĖĜĐ " ； プロセス特性 (004) 
によ り 決められます。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

20 mA
100%

4 mA
0%

" " 056

⇒
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⇒
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7 機能グループ " ｶｸﾁｮｳ ｾｯﾃｲ " ； 拡張設定 (05) レベルフ レ ッ ク ス M
7.10 機能 " ｳｴｶﾞﾜ ﾌｶﾝﾁｷｮﾘ " ； 上部不感知距離 (059)

長さ 8 m までのロ ッ ド / ローププローブでは、納入時に上部不感知距離が 0.2 m に工場設定され
ています。
長さ 8 m 以上のローププローブでは、 上部不感知距離がプローブ長の 2.5 % に工場設定されてい
ます。
DC > 7 の媒体の場合で、 プローブが壁に直付け されている場合または最大 50 mm の ノ ズルに取
り 付け られている場合は、 ロ ッ ド プローブおよびローププローブの上部不感知距離を 0.1 m まで
減少させる こ と が可能です。

不感知距離および測定レンジ ：

プローブの下端では、 正確な測定を行 う こ と ができ ません。 " 最大測定誤差 "(45 ページ ) を参照
し て く ださい。

⇒

ENDRESS + HAUSER

E+–

FMP40 LN [m] UB [m]

最小 最大 最小

ローププローブ 1 35 a )

a. 要求に応じ て広範囲の測定レ ンジを使用でき ます。

0.2 b )

b. 各不感知距離はプ リ セ ッ ト 済み。 DC > 7 の媒体の場合は、 ロ ッ ド プローブおよびローププローブの上

部不感知距離 UB を 0.1 m まで減少させる こ と が可能です。 上部不感知距離は手動で入力でき ます。

6 mm ロッドプローブ 0.3 0.2 b)

16 mm ロッドプローブ 0.3 4 0.2 b)

コアキシャルプローブ 0.3 4 0

FMP41C LN [m] UB [m]

最小 最大 最小

ロッドプローブ 0.3 4 0.2 a )

a. 各不感知距離はプ リ セ ッ ト 済み。 DC > 7 の媒体の場合は、 ロ ッ ド プローブおよびローププローブの上

部不感知距離 UB を 0.1 m まで減少させる こ と が可能です。 上部不感知距離は手動で入力でき ます。

ローププローブ 1 30 0.2 a)

FMP45 LN [m] UB [m]

最小 最大 最小

ロッドプローブ 0.3 4 0.2 a )

a. 各不感知距離はプ リ セ ッ ト 済み。 DC > 7 の媒体の場合は、 ロ ッ ド プローブおよびローププローブの上

部不感知距離 UB を 0.1 m まで減少させる こ と が可能です。 上部不感知距離は手動で入力でき ます。

ローププローブ 1 35 0.2 a)

コアキシャルプローブ 0.3 4 0
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レベルフ レ ッ ク ス M 7 機能グループ " ｶｸﾁｮｳ ｾｯﾃｲ " ； 拡張設定 (05)
! 注意 !
不感知距離以内では、 信頼性のあ る測定は保証されません。

内筒管を使用する場合 :
" ĞĻĖ ĢĖĜĐ "；タンク特性  (002) 機能で " 外筒管 / 内筒管 " パラ メ ータ を選定し た場合、 上部不感
知距離 (UB) は 100 mm にプ リ セ ッ ト されます。

最大計測誤差
リ フ ァ レン ス条件下での標準ステー ト メ ン ト  :
DIN EN 61298-2、 スパンの % 値

リ フ ァ レン ス条件に満たない場合、 取付状態によ るオフセ ッ ト / ゼロは最大± 12 mm と な り ま
す。 この追加オフセ ッ ト / ゼロ点は設定中に ( 機能 " オフセット " (057)) によ り 補正されます。

プローブ終端付近での追加計測誤差 :

! 注意 !
機器を長い ノ ズルに取付ける場合は、 " ĔĖğČđ ĜčġĐ " ；拡張設定 (05) 機能グループの " đĒĔļĺ 
ĪĔĻğĕČĶ " ；上部不感知距離 (059) 機能で、 不感知距離を再入力し て く ださい。 上部不感知距離 
(UB) = ノ ズル高 (H) + 50 mm

出力： デジタル アナログ

非 リ ニア リ テ ィ ,

非再現性 ,

ヒ ステ リ シスの合計

 FMP40, FMP45 測定レンジ :
- 10 m まで : ± 3 mm

- > 10 m: ± 0.03 %

FMP41C 測定レンジ :
- 10 m まで : ± 5 mm

- > 10 m: ± 0.05 %

PA コートされたローププローブ
の測定レンジ :
- 5 m まで : ± 5 mm

- > 5 m: ± 0.1 %

± 0.06 %

オフセ ッ ト / ゼロ ± 4 mm ± 0.03 %

L00-FMP4xxxx-05-00-00-en-001 L00-FMP4xxxx-05-00-00-en-002
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7 機能グループ " ｶｸﾁｮｳ ｾｯﾃｲ " ； 拡張設定 (05) レベルフ レ ッ ク ス M
L00-FMP4xxxx-14-00-06-xx-001

UB
H

50

⇒

⇓ 約 3 秒後、 次の メ ッ セージが表示されます。

ENDRESS + HAUSER

E+–
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レベルフ レ ッ ク ス M 8 機能グループ " ｼｭﾂﾘｮｸ " ； 出力 (06) - "PROFIBUS param." ； Profibus パラ メ ーター (06)、 PROFIBUS-PA のみ
8 機能グループ " ｼｭﾂﾘｮｸ " ； 出力 (06) -
"PROFIBUS param." ； Profibus パラ メ ーター (06)、
PROFIBUS-PA のみ

8.1 機能 " ﾂｳｼﾝ ｱﾄﾞﾚｽ " ； 通信ア ド レス (060)、 HART のみ

この機能で機器の通信ア ド レ ス を設定でき ます。
• 標準 ： 0
• マルチ ド ロ ッ プ ： 1-15
マルチ ド ロ ッ プモード では、 標準電流出力値は 4 mA です。 こ の値は、 " ĘġĐġļĻĶċđĚċĠĶČĖğ " ； 固
定電流出力値 (064) 機能で変更する こ と ができ ます。

" 警告 !
この機能は、 HART 機器にのみ有効です !

8.2 機能 "instrument addr." ； 機器ア ド レス (060)、
PROFIBUS-PA のみ

PA バスア ド レ スは、 このフ ィ ール ド で表示されます。 PA バスア ド レ スは、 このフ ィ ール ド で
表示されます。 こ のア ド レ スは、 DIP ス イ ッチを使った機器 （機器使用説明参照） または、 特別
な Set Slave Address コマン ド （例 ： FieldCare などによ る） によ り セ ッ ト されます。

" 警告 !
この機能は、 PROFIBUS-PA 機器にのみ有効です !

⇒
HART と  FOUNDATION Fieldbus の場合ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
PROFIBUS-PA の場合ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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8 機能グループ " ｼｭﾂﾘｮｸ " ； 出力 (06) - "PROFIBUS param." ； Profibus パラ メ ーター (06)、 PROFIBUS-PA のみ レベルフ レ ッ ク ス M
8.3 機能 " ｼﾞｮﾌﾞﾝ no." ； 序文 No. (061)、 HART のみ

" ｼﾞｮﾌﾞﾝ no." は、 この機能で HART プロ ト コルによ り 入力されます。
数値の増大は、 通信の問題上で " 環境が悪い " ラ イ ンの場合に行います。

" 警告 !
この入力は、 HART 機器にのみ有効です !

8.4 機能 "ident number" ； 確認 No (061)、 PROFIBUS-PA のみ

• "manufacturer" ； メ ーカー
• "profile" ； プロ フ ァ イル

"manufacturer" ； メ ーカー
メ ーカーに従って、 1522 （16 進） に設定し て く ださい （PNO 登録済み）。

"profile" ； プロ フ ァ イル
設定は、 1 つの AI block と共に、 PA Profile 3.0: 9700 hex - instrument によ り 定義されます。

" 警告 !
この機能は、 PROFIBUS-PA 機器にのみ有効です !

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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レベルフ レ ッ ク ス M 8 機能グループ " ｼｭﾂﾘｮｸ " ； 出力 (06) - "PROFIBUS param." ； Profibus パラ メ ーター (06)、 PROFIBUS-PA のみ
8.5 機能 " ｼｭﾂﾘｮｸﾁ ﾉ ｼｷｲ " ； 出力値のし きい (062)、 HART のみ

マイナス レベルの出力は、 この機能で抑制されます。

選択 :
• " ｵﾌ " ； オフ 最小出力 -10% (3.8 mA (HART の場合 ))
• " ｵﾝ " ； オン 最小出力 0% (4 mA (HART の場合 ))

" 警告 !
この入力は、 HART 機器にのみ有効です !

8.6 機能 "set unit to bus" ； バスへの単位設定 (062)、 PROFIBUS-PA 
のみ

• "confirm" ； 確認

この機能の確定後、 "measured variable" ； 測定変数の単位は、 AI block （PV ス ケール -> Out ス
ケール） によ り 有効と な り ます。
この機能は、 単位を変更する毎に実行する必要があ り ます。

" 警告 !
この機能は、 PROFIBUS-PA 機器にのみ有効です !

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

" " " "

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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8 機能グループ " ｼｭﾂﾘｮｸ " ； 出力 (06) - "PROFIBUS param." ； Profibus パラ メ ーター (06)、 PROFIBUS-PA のみ レベルフ レ ッ ク ス M
8.7 機能 " ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ " ； 電流出力モー ド (063)、HART のみ

この機能を使用し て、 HART 機器の電流値モード を指定し ます。

選択 :
• 標準
• " ﾃﾞﾝﾘｭｳ ﾀｰﾝﾀﾞｳﾝ " ； 電流ターンダウ ン
• " ｺﾃｲｻﾚﾀﾃﾞﾝﾘｭｳ " ； 電流出力固定

標準
この選択を行な う と、 電流間隔全体 （4 ～ 20 mA） にわたって、 完全な測定レ ンジ （0...100%） が
表示されます。

" ﾃﾞﾝﾘｭｳ ﾀｰﾝﾀﾞｳﾝ " ； 電流ターンダウン
この選択を行な う と、 電流間隔全体 （4 ～ 20 mA） にわたって、 測定レ ンジの一部だけが表示さ
れます。 このレンジは、 "4mA ğ "；4mA 値（068）および "20mA ğ "；20mA 値（069）機能を使
用し て指定する こ と ができ ます。

" ｺﾃｲｻﾚﾀ ﾃﾞﾝﾘｭｳ " ； 電流出力固定
この選択を行な う と、 固定電流値が出力されます。 測定値は、 HART 信号を使用し てのみ伝送
されます。 電流値は、 " ĘġĐġļĻĶċđ ĚċĠĶČĖğ " ； 固定電流出力値  (064) 機能で変更する こ と ができ
ます。

" 警告 !
この機能は、 HART 機器にのみ有効です !

8.8 機能 "out value" ； 出力値 (063)、 PROFIBUS-PA のみ

画面は、 AI block 出力

" 警告 !
この機能は、 PROFIBUS-PA 機器にのみ有効です !

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

[mA]
20

[mA]
20

4

100 [%]0

4

100 [%]0

                           " "

" "
  " "

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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レベルフ レ ッ ク ス M 8 機能グループ " ｼｭﾂﾘｮｸ " ； 出力 (06) - "PROFIBUS param." ； Profibus パラ メ ーター (06)、 PROFIBUS-PA のみ
8.9 機能 " ｺﾃｲﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸﾁ " ；  固定電流出力値 (064)、 HART のみ

この機能で電流出力 をセ ッ ト し ます。 こ のデータは、 " ġļĻĶċđ ĚċĠĶČĖıĎĢļ " ； 電流出力モード  
(063) 機能で、 " ĘġĐęĸĞġļĻĶċđ " ； 電流出力固定オプシ ョ ンを選択し ている場合に必要 と な り ま
す。

ユーザー入力 :
3.8 ～ 20.5 mA

" 警告 !
この入力は、 HART 機器にのみ有効です !

8.10 機能 "out status" ； 電流出力固定値 (064)、 PROFIBUS-PA のみ

出力ステータ スの表示 （数値に関し ては機器の説明をご覧 く ださい）。

" 警告 !
この機能は、 PROFIBUS-PA 機器にのみ有効です !

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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8 機能グループ " ｼｭﾂﾘｮｸ " ； 出力 (06) - "PROFIBUS param." ； Profibus パラ メ ーター (06)、 PROFIBUS-PA のみ レベルフ レ ッ ク ス M
8.11 機能 " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン (065)

必要に応じ て、 リ ニア ラ イゼーシ ョ ン、 出力信号、 電流値は、 機能 " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ " ； シ ミ ュ レー
シ ョ ンでテス ト でき ます。 以下のシ ミ ュ レーシ ョ ンオプシ ョ ンが選択でき ます。

選択 :
• " ĚĮċĸĎĚČĻ ēĪ " ；シミュレーションオフ
• " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾚﾍﾞﾙ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ンレベル
• " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾖｳﾘｮｳ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン容量
• " ｼﾐｭ . ﾃﾞﾝﾘｭｳ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン電流値 (HART のみ )

" ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ｵﾌ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ンオフ
シ ミ ュ レーシ ョ ンはス イ ッチオフ されます。

" ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾚﾍﾞﾙ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ンレベル 
レベル値を " ĚĮċĸĎĚČĻ ğ " ； シミュレーション値 (066) に入力し て く ださい。
機能
• " ｿｸﾃｲ ﾁ " ； 測定値 (000)
• " ｿｸﾃｲ ﾚﾍﾞﾙ " ； 測定レベル (0A6)
• " ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸﾁ " ； 電流出力値 (067) - HART のみ
入力し た値に従います。

" ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾖｳﾘｮｳ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン容量
体積を " ĚĮċĸĎĚČĻ ğ " ； シミュレーション値 (066) に入力し て く ださい。
機能
• " ｿｸﾃｲ ﾁ " ； 測定値 (000)
• " ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸﾁ " ； 電流出力値 (067) - HART のみ
入力し た値に従います。

" ｼﾐｭ . ﾃﾞﾝﾘｭｳ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン電流値 (HART のみ )
電流値を " ĚĮċĸĎĚČĻ ğ " ； シミュレーション値 (066) に入力し て く ださい。
機能 
• " ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸﾁ " ； 電流出力値 (067) - HART のみ
入力し た値に従います。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

D
A

4...20 mA

0...100%

ENDRESS + HAUSER

E+–

" "

" "

" "

HART
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レベルフ レ ッ ク ス M 8 機能グループ " ｼｭﾂﾘｮｸ " ； 出力 (06) - "PROFIBUS param." ； Profibus パラ メ ーター (06)、 PROFIBUS-PA のみ
8.12 機能 " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾁ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン値 (066)

8.13 機能 " ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ ﾁ " ； 電流出力値 (067)、 HART のみ

電流出力を mA で表示し ます。

" 警告 !
この機能は、 HART 機器にのみ有効です !

8.14 機能 "2nd cyclic value" ； 第二サイ クルの値 (067)、
PROFIBUS-PA のみ

"second cyclical value" ； 第二サイ クルの値を選択し て く ださい。

• "height/dist." ； 高さ / 距離

レベルフ レ ッ ク スは、 常に距離を第二サイ クルの値と し て伝送し ます。

" 警告 !
この機能は、 PROFIBUS-PA 機器にのみ有効です !

8.15 機能 "4mA ﾁ " ； 4mA 値 (068)、 HART のみ

この機能では、 電流出力値が 4 mA になる レベル （または体積、 重量など） を入力し ます。 この
入力は、 " ġļĻĶċđ ĚċĠĶČĖıĎĢļ " ； 電流出力モード (063) 機能で、 " ġļĻĶċđĞĎĻĞļđĻ " ； 電流ターンダ
ウンオプシ ョ ンを選択し た場合にのみ必要と な り ます。

⇒
" ĚĮċĸĎĚČĻ " ； シミュレーション  (065) 機能

で、 " ĚĮċĸĎĚČĻ ĸīļķ " ； シミュレーションレ
ベルオプシ ョ ンを選択する と 、 表示デ ィ スプレ イ

に次の メ ッ セージが表示されます。 レベルを入力

でき ます。

ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
" ĚĮċĸĎĚČĻ " ； シミュレーション (065)  機能

で、 " ĚĮċĸĎĚČĻ ĴđĶČđ " ； シミュレーション容
量オプシ ョ ンを選択する と 、 表示デ ィ スプレ イに

次の メ ッ セージが表示されます。 体積を入力でき

ます。

ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
" ĚĮċĸĎĚČĻ " ； シミュレーション (065)  機能

で、 " ĚĮċ . ġļĻĶċđ "；シミュレーション電流値
オプシ ョ ンを選択する と 、 表示デ ィ スプレ イに次

の メ ッ セージが表示されます。 電流出力値を入力

でき ます （HART 機器の場合のみ）。

ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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8 機能グループ " ｼｭﾂﾘｮｸ " ； 出力 (06) - "PROFIBUS param." ； Profibus パラ メ ーター (06)、 PROFIBUS-PA のみ レベルフ レ ッ ク ス M
8.16 機能 "select v0h0" ； 測定値選択 (068)、 PROFIBUS-PA のみ

"measured value" ； 測定値 (000) を選択し て く ださい。

選択 :
• " ｿｸﾃｲﾁ " ； 測定値
• "display value" ； 表示値

"measured value" ； 測定値
"measured value" ； 測定値 の選択は、 機能 "measured value" ； 測定値  (000)  で表示されます。

"display value" ； 表示値
"display value" ； 表示値 (069) 内の値は、 機能 "measured value" ； 測定値 (000) で表示されま
す。

" 警告 !
この機能は、 PROFIBUS-PA 機器にのみ有効です !

8.17 機能 "20mA ﾁ " ； 20mA 値 (069)、 HART のみ

この機能では、 電流出力値が 20 mA になる レベル （または体積、 重量など） を入力し ます。 " 
ġļĻĶċđ ĚċĠĶČĖıĎĢļ " ； 電流出力モード（063） 機能で " ġļĻĶċđĞĎĻĞļđĻ " ； 電流ターンダウン オプ
シ ョ ンを選択し た場合にのみ必要と な り ます。

8.18 機能 "display value" ； 表示値 (069)、 PROFIBUS-PA のみ

このフ ィ ール ド は、 外部よ り セ ッ ト されます ( 例 ： PLC)。 値は、 メ イ ンの測定変数と し て 
"select v0h0" ； 測定値選択  (068) = "display value" ； 表示値を選択する こ と によ って表示されま
す。

" 警告 !
この機能は、 PROFIBUS-PA 機器にのみ有効です !

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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レベルフ レ ッ ク ス M 9 機能グループ " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ " ； 反射波形 （0E）
9 機能グループ " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ " ； 反射波形 （0E）

9.1 機能 " ﾌﾟﾛｯﾄ ｾｯﾃｲ " ； プロ ッ ト 設定 (0E1)

こ こ で表示デ ィ スプレ イに表示し たい情報を選択する こ と ができ ます。
• 反射波形
• " ｻﾌﾞｽﾄﾗｸﾃｯﾄﾞ ｼｸﾞﾅﾙ " ； サブス ト ラ ク テ ッ ド シグナル
• " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ " ； マ ッ ピング

9.2 機能 " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ ﾖﾐｺﾐ " ； 反射波形読み込み （0E2）

この機能によ り 、 反射波形を次のどち らかで読み取るかを決定し ます。
• " ĐčĔĐ ħ ĴĮĘĮ " ； 1 回のみの読み込み
• " ｼﾞｭﾝｶﾝ ﾖﾐｺﾐ " ； 循環的に読み込み

! 注意 !
表示デ ィ スプレ イが循環的に読み込むモード になっていれば、 測定値表示の更新周期は長 く な
り ます。 測定点の最適化、 確認が完了し た後は反射波形表示モード を解除する こ と を推奨し ま
す。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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9 機能グループ " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ " ； 反射波形 （0E） レベルフ レ ッ ク ス M
9.3 機能 " ﾊﾝｼｬﾊｹｲ ﾋｮｳｼﾞ " ； 反射波形表示 （0E3）

この機能の反射波形表示から以下の情報を取得でき ます。

反射波形表示におけるナビゲーシ ョ ン
反射波形は、 ナビゲーシ ョ ンを使用し て、 水平および垂直にスケー リ ング し、 左または右へシ
フ ト させる こ と ができ ます。 ナビゲーシ ョ ンモード がア ク テ ィ ブな と き、 画面上の左上隅にシン
ボルが示されます。

…

- 

- 

- 

- 

- 4
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レベルフ レ ッ ク ス M 9 機能グループ " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ " ； 反射波形 （0E）
水平ズームモー ド
O または S を押し て、 反射波形ナビゲーシ ョ ンに切 り 替えます。 これで水平ズームモード に入
り ます。 または が 表示されます。
以下のオプシ ョ ンを選択でき ます。
• O を ク リ ッ クする と、 横縮尺が大き く な り ます。
• S を ク リ ッ クする と、 横縮尺が小さ く な り ます。

移動モー ド
次に、 F を押し て、 移動モード に切 り 替えます。 または が 表示されます。
以下のオプシ ョ ンを選択でき ます。
• O を ク リ ッ クする と、 波形が右に移動し ます。
• S を ク リ ッ クする と、 波形が左に移動し ます。

垂直ズームモー ド
F キーを も う 一度押す と、 垂直ズームモード に切 り 替わ り ます。
以下のオプシ ョ ンを選択でき ます。
• O を ク リ ッ クする と、 縦縮尺が大き く な り ます。
• S を ク リ ッ クする と、 縦縮尺が小さ く な り ます。
画面ア イ コ ンに、 現在のズーム係数 （  ～ ） が示されます。

ナビゲーシ ョ ンの終了
• 反射波形ナビゲーシ ョ ンの別のモード を実行するには、 再び F を押し ます。
O と  S を押し て、 ナビゲーシ ョ ンを終了し ます。 設定された縮尺および移動位置が保持されま
す。 " ĨĻĚĊ ĨėĐ ĴĮĘĮ " ；反射波形読み込み（0E2）機能を再起動させた場合にのみ、 レベルフ レ ッ
ク スは再び標準表示を使用する よ う にな り ます。

OS

OS

OS

⇒

⇓ 約 3 秒後、 次の メ ッ セージが表示されます。

ENDRESS + HAUSER

E+–
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10 機能グループ " ﾋｮｳｼﾞ ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ " ； 表示デ ィ スプレ イ （09） レベルフ レ ッ ク ス M
10 機能グループ " ﾋｮｳｼﾞ ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ " ； 表示デ ィ スプレ イ
（09）

10.1 機能 " ｹﾞﾝｺﾞ " ； 言語 （092）

" ｹﾞﾝｺﾞ " ； 言語 を選択し て く ださい。

選択 :
• "English" ；英語
• "Deutsch" ； ド イ ツ語
• "Français" ； フ ラ ン ス語
• "Español" ； スペイ ン語
• "Italiano" ； イ タ リ ア語
• "Nederlands" ； オラ ンダ語
• " ﾆﾎﾝｺﾞ （JPN)" ； カ タ カナ （日本語）

関連
すべてのテキス ト が変更されます。

" 警告 !
この機能は、 Commuwin II では表示されません。

10.2 機能 " ﾎｰﾑ ﾍ ﾓﾄﾞﾙ " ； ホームへ戻る （093）

決められた時間内にデ ィ スプレ イによ り 何も入力が行わなければ、画面は " ｿｸﾃｲ ﾁ "；測定値 に
戻 り ます。
9999 秒 と入力する と、 戻ら な く な り ます。

ユーザー入力
3 ～ 9999 s

" 警告 !
この機能は、 Commuwin II では表示されません。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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レベルフ レ ッ ク ス M 10 機能グループ " ﾋｮｳｼﾞ ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ " ； 表示デ ィ スプレ イ （09）
10.3 機能 " ﾋｮｳｼﾞ ｹｲｼｷ " ； 表示形式 （094）

表示形式を選定し ます。

選択 :
• "10 ĚĻĬđ " ；10 進法
• "ft-in-1/16" ； フ ィ ー ト - イ ンチ -1/16 イ ンチ

"10 ｼﾝﾎｳ " ； 10 進法
" ｿｸﾃｲ ﾁ " ； 測定値は "10 ｼﾝﾎｳ " ； 10 進法で表示されます。 ( 例 ： 10.70%)

"ft-in-1/16" ； フ ィ ー ト - イ ンチ -1/16 イ ンチ
" ｿｸﾃｲ ﾁ " ； 測定値は、 この形式で表示されます ( 例 ： 5'05-14/16")。
このオプシ ョ ンは、 " ĕČĶ ĞĻĐ " ； 距離単位 (0C5) - "ft" と  "in" にのみ有効です !

" 警告 !
この機能は、 Commuwin II では表示されません。

10.4 機能 " ｼｮｳｽｳﾃﾝ ｲｶ ﾉ ｹﾀ " ； 小数点以下の桁 （095）

選択 :
• X
• x.x
• x.xx
• x.xxx

10.5 機能 " ｼｮｳｽｳﾃﾝ ﾉ ｷｬﾗｸﾀｰ " ； 小数点のキャ ラ ク ター （096）

選択 :
• .
• ,

.
10 進数はポイ ン ト . によ って区切られます。

,
10 進数はカンマ , によ って区切られます。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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10 機能グループ " ﾋｮｳｼﾞ ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ " ； 表示デ ィ スプレ イ （09） レベルフ レ ッ ク ス M
10.6 機能 " ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ ﾃｽﾄ " ； デ ィ スプレ イテス ト  (097)

すべての画素がス イ ッチオンにな り ます。 LCD 全体が黒 く なれば正常です。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒

⇓ 約 3 秒後、 次の メ ッ セージが表示されます。

ENDRESS + HAUSER

E+–
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レベルフ レ ッ ク ス M 11 機能グループ " ｼﾝﾀﾞﾝ " ； 診断 (0A)
11 機能グループ " ｼﾝﾀﾞﾝ " ； 診断 (0A)

機能グループ " ĚĻĞļĻ " ； 診断内で、 エラー メ ッ セージの表示および確認ができ ます。

エラーの種類
設定中または設定時にエラーが発生すれば、 直ちにその表示デ ィ スプレ イに表示されます。 複数
のシステムエラーまたはプロセスエラーが同時に発生し た場合は、 優先順位の最も高いエラー
が表示デ ィ スプレ イに表示されます。
この測定システムではエラーを 2 種類に区別し ています。
• A (" ďĵĎį "; アラーム ) :

機器は定義された状態 ( 例えば最大など ) にな り ます。
常灯状態の  シンボルで表されます。
( コード の説明については、 75 ページの表 15.2 を参照 )

• W (" ėĐĘĖ "; 警告 ) :
機器は測定を継続し ます。 エラー メ ッ セージが表示されます。
点滅状態の  シンボルで表されます。
( コード の説明については、 75 ページの表 15.2 を参照 )

• E（" ďĵĎį / ėĐĘĖ " ；アラーム警告）:
設定可能 （例えば反射無し （エコーロ ス ト ）、 安全距離内のレベルなど）
常灯 / 点滅状態の  シンボルで表されます。
( コード の説明については、 75 ページの表 15.2 を参照 )

エラー メ ッ セージ
エラー メ ッ セージは、 4 行のプレーンテキス ト と し て表示デ ィ スプレ イに表示されます。 さ ら
に、 固有のエラーコード も出力されます。 エラーコード の説明については 75 ページを参照し て
く ださい。
• " ĚĻĞļĻ "; 診断 (0A) 機能グループは、 以前発生し たエラーだけでな く 、 現在のエラーも表示で

き ます。
• 複数のエラーが発生し た場合は、 O または S を押し てページを切 り 換え、 複数のエラー メ ッ

セージを表示させる こ と ができ ます。
• 前回発生し たエラーは、 " ĚĻĞļĻ "; 診断 (0A) 機能グループで、 " ĜļĻĔĐħĒĵĎħ ĚČđĕČ " ；前回のエ

ラーの消去  (0A2) 機能を使用し て消去する こ と ができ ます。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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11 機能グループ " ｼﾝﾀﾞﾝ " ； 診断 (0A) レベルフ レ ッ ク ス M
11.1 機能 " ｹﾞﾝｻﾞｲ ﾉ ｴﾗｰ " ； 現在のエラー (0A0)

" ｹﾞﾝｻﾞｲ ﾉ ｴﾗｰ " ； 現在のエラーはこの機能で表示されます。

11.2 機能 " ｾﾞﾝｶｲ ﾉ ｴﾗｰ " ； 前回のエラー (0A1)

" ｾﾞﾝｶｲ ﾉ ｴﾗｰ " ； 前回のエラーはこの機能で表示されます。

11.3 機能 " ｾﾞﾝｶｲﾉ ｴﾗｰﾉ ｼｮｳｷｮ " ； 前回のエラーの消去 (0A2)

選択 :
• " ĐĚļ " ；維持、保存
• " ｻｸｼﾞｮ " ； 削除、 消去

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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レベルフ レ ッ ク ス M 11 機能グループ " ｼﾝﾀﾞﾝ " ； 診断 (0A)
11.4 機能 " ﾘｾｯﾄ " ； リ セ ッ ト  (0A3)

" 警告 !
リ セ ッ ト すれば、 レベルフ レ ッ ク ス本体は工場出荷設定値に再設定されます。 この操作は測定
上の障害につながる こ と があ り ます。 一般に、 リ セ ッ ト 後は基本設定をや り なおすこ と をお勧め
し ます。

リ セ ッ ト は以下の場合にのみ必要と な り ます。
• レベルフ レ ッ ク ス本体の機能が停止し た場合、 も し く は停止された場合。
• レベルフ レ ッ ク ス本体を移動し なければな ら ない場合。
• レベルフ レ ッ ク ス本体を取 り 外し、 保管後再度設置する場合。

入力 (" ﾘｾｯﾄ " ； リ セ ッ ト (0A3)) :
• 333 = ユーザーのパラ メ ーター (HART)
• 33333 = ユーザーのパラ メ ーター (PROFIBUS PA および FOUNDATION Fieldbus)

333 = HART 用のユーザーのパラメーターをリセットします。
33333 = PROFIBUS-PA および FOUNDATION Fieldbus 用のユーザーのパラメーターをリセット
します。
測定履歴が未知のレベルフ レ ッ ク ス本体を新たなアプ リ ケーシ ョ ンに設置する と きには、 この
リ セ ッ ト を推奨し ます。
• レベルフ レ ッ ク スはデフ ォル ト 値に リ セ ッ ト されます。
• タンク内ノイズ反射マッピングのユーザー設定値は失われません。
• テーブル内の数値は保持されていますが、リ ニア ラ イ ズ調整は " ĶĤď " ； リニア に切 り 替わ り ま

す。 " ĶĤďĵĐĜļĎĚČĻ " ； リニアライゼーション (04) で、 このテーブルが再び使用可能と な り ま
す。

リ セ ッ ト で影響を受ける機能

" ĔĖğČđ ĜčġĐ " ；拡張設定 (05) 機能グループの " ĭčĩĽĻĖļ ħ ĚČđĕČ " ； マッピングの消去 (055) 機能
で、 マ ッ ピングを削除する こ と も でき ます。

完全な " ĕĬĻ ĜčġĐ " ； 基本設定 (00) を起動する必要があ り ます。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

• " ﾀﾝｸ ﾄｸｾｲ " ； タ ン ク特性 (002)

• " ｿｸﾃｲﾌﾞﾂ ﾄｸｾｲ " ； 測定物特性 （003)

• " ﾌﾟﾛｾｽ ﾄｸｾｲ " ； プロセス特性 (004)

• " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空 （0%） 調整 (005)

• " ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ " ； 満タ ン （スパン） 調整 (006)

• " ｱﾗｰﾑｼﾞ ﾉ ｼｭﾂﾘｮｸ " ； ア ラーム時の出力 (010)

• " ｱﾗｰﾑｼﾞ ﾉ ｼｭﾂﾘｮｸ " ； ア ラーム時の出力 (011)

• " ﾊﾝｼｬﾅｼｼﾞ ﾉ ｼｭﾂﾘｮｸ " ； 反射無し時の出力 (012)

• " ｺｳﾊﾞｲ % ｽﾊﾟﾝ /min" ； 勾配 % スパン / 分 (013)

• " ﾁｴﾝ ｼﾞｶﾝ " ； 遅延時間 (014)

• " ｱﾝｾﾞﾝｷｮﾘ " ； 安全距離 (015)

• " ｱﾝｾﾞﾝ ｷｮﾘ ﾅｲ " ； 安全距離内 (016)

• " ｱﾌﾚ ﾎﾞｳｼ " ； あふれ防止 (018)

• " ﾌﾟﾛｰﾌﾞ ｴﾝﾄﾞ " ； プローブの終端 (030)

• " ﾚﾍﾞﾙ / ｱﾚｰｼﾞ " ； レベル / アレージ (040)

• " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ " ； リ ニア ラ イゼーシ ョ ン (041)

• " ﾕｰｻﾞｰ ﾉ ﾀﾝｲ " ； ユーザーの単位 (042)

• "max. ｽｹｰﾙ " ； 最大スケール （046)

• " ﾖｳｷ ﾁｮｯｹｲ " ； 容器直径 (047)

• " ｷｮﾘ ｶｸﾆﾝ " ； 距離確認 (051)

• " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ﾚﾝｼﾞ " ； マ ッ ピングレ ンジ (052)

• " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｲｼ " ； マ ッ ピング開始 （053)

• " ｵﾌｾｯﾄ " ； オフセ ッ ト  (057)

• " ｼｭﾂﾘｮｸ ｾｷﾌﾞﾝ " ； 出力積分 （058)

• " ｼｭﾂﾘｮｸﾁ ﾉ ｼｷｲ " ； 出力値のし きい (062)

• " ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ " ； 電流出力モード (063)

• " ｺﾃｲﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸﾁ " ； 固定電流出力値 (064)

• "4mA ﾁ " ； 4mA 値 （068)

• " ｹﾞﾝｺﾞ " ； 言語 （092)

• " ﾎｰﾑ ﾍ ﾓﾄﾞﾙ " ； ホームへ戻る （093)

• " ﾋｮｳｼﾞ ｹｲｼｷ " ； 表示形式 (094)

• " ｼｮｳｽｳﾃﾝ ｲｶ ﾉ ｹﾀ " ； 小数点以下の桁 （095)

• " ｼｮｳｽｳﾃﾝ ﾉ ｷｬﾗｸﾀｰ " ； 小数点のキ ャ ラ ク ター （096)

• " ﾛｯｸ ｶｲｼﾞｮ ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ " ； ロ ッ ク解除パラ メ ーター （0A4)
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11 機能グループ " ｼﾝﾀﾞﾝ " ； 診断 (0A) レベルフ レ ッ ク ス M
11.5 機能 " ﾛｯｸ ｶｲｼﾞｮ ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ " ； ロ ッ ク解除パラ メ ーター (0A4)

この機能でセ ッ ト ア ッ プのロ ッ ク／ロ ッ ク解除が行えます。

11.5.1 設定モード のロッ ク

レベルフ レ ッ ク スにはレベルフ レ ッ ク ス本体データ、 数値または工場出荷設定値の権限を も た
ない者によ る変更を防止するための方法が 2 通 り 用意されています。

" ĹčĖ ĔĐĚļČ ĨĽĵİĎĞĎ " ； ロック解除パラメーター (0A4) :
HART の場合は 100 以外の値 ( 例えば 99)、 または <> PROFIBUS-PA および FOUNDATION 
Fieldbus の場合は 2457 以外の値 ( 例えば 2456) を " ĚĻĞļĻ "; 診断 (0A) 機能グループの " ĹčĖ ĔĐĚļČ 
ĨĽĵİĎĞĎ "；ロック解除パラメーター " (0A4) に入力し ます。 ロ ッ ク状態は、 デ ィ スプレ イに  シ
ンボルで示されます。 デ ィ スプレ イ または通信で再び解除する こ と ができ ます。

ハードウェアのロック :
O、 S および F  キーを同時に押すと、 機器がロ ッ ク されます。
ロ ッ ク状態は、 デ ィ スプレ イに  シンボルで示されます。 ロ ッ ク解除は、 デ ィ スプレ イだけで
行 う こ と ができ ます。 それには O キーと S キーと F キーを同時に押し ます。 ハード ウ ェ ア
ロ ッ ク を通信で解除する こ と はできません。
レベルフ レ ッ ク ス本体がロ ッ ク状態であって も、 パラ メ ーターはすべて表示可能です。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒

⇓ O、 S および F を同時に押し ます。

⇓
ロ ッ ク シンボルが LCD に表示されます。

ENDRESS + HAUSER

E+–
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レベルフ レ ッ ク ス M 11 機能グループ " ｼﾝﾀﾞﾝ " ； 診断 (0A)
11.5.2 設定モード のロッ ク 解除

レベルフ レ ッ ク ス本体がロ ッ ク状態の と きにパラ メ ーターを変更し よ う とする と、 ユーザーに
対し て ロ ッ ク を解除する よ う 自動的に指示されます。

" ĹčĖ ĔĐĚļČ ĨĽĵİĎĞĎ " ； ロック解除パラメーター (0A4) :
以下のロ ッ ク解除パラ メ ーターを入力する こ と によ って （表示デ ィ スプレ イ上に入力、 または
通信によ って）、

100 = HART 機器の場合
2457 = PROFIBUS-PA および FOUNDATION Fieldbus 機器の場合

レベルフ レ ッ ク スはロ ッ ク が解除されて操作可能と な り ます。

ハードウェアのロック :
O、 S および F  キーを同時に押すと、 ユーザはロ ッ ク解除パラ メ ーターを入力する よ う に指
示されます。

100 = HART 機器の場合
2457 = PROFIBUS-PA および FOUNDATION Fieldbus 機器の場合

" 警告 !
例えば、 すべてのセンサー特性と いった特別なパラ メ ーター変更は測定機器全般の多 く の機能、
と り わけ測定精度に影響し ます。 通常の情況下でこ のよ う なパラ メ ーターを変更する必要はな
く 、 弊社のサービ ス部門のみが管理する特殊なコード で保護されています。 ご不明な点があれ
ば弊社にご連絡 く ださい。

11.6 機能 " ｿｸﾃｲ ｷｮﾘ " ； 測定距離 (0A5)

測定距離表示は機能 " ĕČĶ ĞĻĐ " ； 距離単位 (0C5) で選択されます。

⇒ O、 S および F を同時に押し ます。

⇓
ロ ッ ク解除コード を入力し、 F で確定し て く だ

さい。

⇓

ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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11 機能グループ " ｼﾝﾀﾞﾝ " ； 診断 (0A) レベルフ レ ッ ク ス M
11.7 機能 " ｿｸﾃｲ ﾚﾍﾞﾙ " ； 測定レベル (0A6)

測定距離レベル表示は、 機能 " ĕČĶ ĞĻĐ " ； 距離単位 (0C5) で選択されます。

11.8 機能 " ｹﾝｼｭﾂｳｨﾝﾄﾞｳ " ； 検出ウ ィ ン ド ウ (0A7) 
( ソ フ ト ウ ェ ア : 01.04.00 以降のバージ ョ ン )

検出ウ ィ ン ド ウのオン / オフ切 り 替え と、 既存の検出ウ ィ ン ド ウの リ セ ッ ト に使用し ます。
この機能をオンにする と、 ウ ィ ン ド ウが現在の液面反射の周 り に規定されます （ 代表的な幅 ： 1 
～ 2.5 m ； アプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ーターによ って変動する）。
このウ ィ ン ド ウは常に、 反射の上昇下降と共に移動し ます。
このウ ィ ン ド ウの範囲を超え る反射は、 一定期間無視されます。

選択 :
• " ēĪ " ； 無効
• " ｵﾝ " ； 有効
• " ﾘｾｯﾄ " ； リ セ ッ ト

こ のオプシ ョ ンの選択後、 現在のウ ィ ン ド ウが リ セ ッ ト され、 液面反射が測定範囲全体にわ
たって探索され、 新規のウ ィ ン ド ウが、 現在の液面反射の周 り に定義されます。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

20 mA
100%

4mA
0%

" "
0A5

" "
0A6

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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レベルフ レ ッ ク ス M 11 機能グループ " ｼﾝﾀﾞﾝ " ； 診断 (0A)
11.9 機能 " ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ " ； アプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ーター 
(0A8)

" ĞĻĖ ĢĖĜĐ "；タンク特性 (002)、" ĝĖġĐĪļĠ ĢĖĜĐ "；測定物特性 (003)、" ĪĽĹĜě ĢĖĜĐ "；プロセス特性 
(004) 内のアプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ーターが変更されているか否かを表示し ます。
例えば " ĚċĠĶČĖ ĜĕĪļĻ " ；出力積分 (058) が変更されていれば、" ďĪĽĶėĎĚČĻ ĨĽĵİĎĞĎ " ；アプリケー
ションパラメーターは、 " īĻĘđěļĮ " ；変更済みを表示し ます。

選択 :
• " ĮīĻĘđ " ；未変更
• " ﾍﾝｺｳｽﾞﾐ " ； 変更済み

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒

⇓ 約 3 秒後、 次の メ ッ セージが表示されます。

ENDRESS + HAUSER

E+–
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12 機能グループ " ｼｽﾃﾑﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ " ； システムパラ メ ーター (0C) レベルフ レ ッ ク ス M
12 機能グループ " ｼｽﾃﾑﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ " ； システムパラ メ ー
ター (0C)

12.1 機能 " ﾀｸﾞ no." ； タグ No" (0C0)

この機能で、 タ グ No, を選択し ます。

ユーザー入力
• HART バージ ョ ン用に 16 文字の英数字が用意されています (8 文字は HART ユニバーサルコマ

ン ド用です )。
• PROFIBUS-PA 機器用に 32 文字の英数字が用意されています。

12.2 機能 "device tag" ； デバイス タグ No (0C0)、
FOUNDATION Fieldbus のみ

この機能は、 タ グ No, を表示し ます。

12.3 機能 "Profile Version" ； プロ フ ァ イルバージ ョ ン (0C1)、
PROFIBUS-PA のみ

PA Profile version はこ の機能で表示されます (Profile 3.0)。

" 警告 !
この機能は、 PROFIBUS-PA 機器にのみ有効です !

12.4 機能 " ﾌﾟﾛﾄｺﾙ sw-no." ； プロ ト コル +SW-No (0C2)

この機能は Vxx.yy.zz.prot. と い う 形式で、 プロ ト コル と ハード ウ ェ アおよびソ フ ト ウ ェ アの
バージ ョ ンを表示し ます。

表示 :
xx: ハード ウ ェアバージ ョ ン
yy: ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン
zz: ソ フ ト ウ ェア リ ビジ ョ ン
prot: プロ ト コルタ イプ ( 例えば HART など )

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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レベルフ レ ッ ク ス M 12 機能グループ " ｼｽﾃﾑﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ " ； システムパラ メ ーター (0C)
12.5 機能 " ｼﾘｱﾙ no." ； シ リ アル No (0C4)

この機能は、 機器の製造番号を表示し ます。

12.6 機能 "device id" ；  デバイ ス ID (0C4)、 FOUNDATION Fieldbus のみ

この機能は、 機器の製造番号を表示し ます。

12.7 機能 " ｷｮﾘ ﾀﾝｲ " ； 距離単位 (0C5)

この機能で基本的な " ｷｮﾘ ﾀﾝｲ " ； 距離単位 を選択し ます。

選択 :
• M
• ft
• mm
• inch

関連
m, mm : " ĩČđĚļ ėĐĚĕ " ； 表示形式 (094) は "10 ĚĻĬđ " ； 10 進法のみです。

以下のパラ メ ーターの単位が変わ り ます。
• " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空 （0%） 調整 (005)
• " ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ " ； 満タ ン （スパン） 調整 (006)
• " ｱﾝｾﾞﾝ ｷｮﾘ " ； 安全距離 (015)
• " ﾚﾍﾞﾙ " ； レベル入力 (044)
• " ﾖｳｷ ﾁｮｯｹｲ " ； 容器直径 (047)
• " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ﾚﾝｼﾞ " ； マ ッ ピングレ ンジ (052)
• " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ｼｮｳｷｮ "; マ ッ ピングの消去 (055)
• " ｵﾌｾｯﾄ " ； オフセ ッ ト （057）
• " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾁ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン値 (066)
• " ｿｸﾃｲ ｷｮﾘ " ； 測定距離 (0A5)
• " ｿｸﾃｲ ﾚﾍﾞﾙ " ； 測定レベル （0A6）

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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12 機能グループ " ｼｽﾃﾑﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ " ； システムパラ メ ーター (0C) レベルフ レ ッ ク ス M
12.8 機能 " ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ ﾓｰﾄﾞ " ； ダウンロー ド モー ド (0C8)

このパラ メ ータは、 FieldCare も し く は Commuwinn II の設定がダウ ン ロード されている間に機器
に書き込まれる値を定義し ます。

選択 :
• " ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ ﾉﾐ " ； パラ メ ータ のみ
• " ﾊﾟﾗ . + ｶｽﾀﾏｰ ﾏｯﾌﾟ " ； パラ メ ーター + カス タマー ・ タ ン ク ・ マ ッ ピング
• " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ﾉﾐ " ； マ ッ ピングのみ

! 注意 !
FieldCare では、 こ のパラ メ ーターを明示的に設定する必要はあ り ません。 いろいろなオプシ ョ
ンがダウ ン ロード ダ イ ア ロ グ内で選択でき ます。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒

⇓ 約 3 秒後、 次の メ ッ セージが表示されます。

ENDRESS + HAUSER

E+–
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レベルフ レ ッ ク ス M 13 機能グループ "service" ； サービス (0D)
13 機能グループ "service" ； サービス (0D)
"service" ； サービ ス 機能グループの詳細および機能 メ ニューの詳細な概要については、 レベル
フ レ ッ ク ス M のサービ スマニュ アルを参照し て く ださい。
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14 反射波形 レベルフ レ ッ ク ス M
14 反射波形

14.1 ToF Tool/FieldCare を使用し た反射波形

反射波形を介し ての信号解析

ローカルデ ィ スプレ イにおける " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ " ； 反射波形については、 55 ページを参照し て く だ
さい。
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レベルフ レ ッ ク ス M 15 ト ラ ブルシューテ ィ ング
15 ト ラ ブルシューテ ィ ング
本操作マニュ アルの指示に従えば、 レベルフ レ ッ ク スは正常に動作し ます。 正常に動作し ない
場合、 レベルフ レ ッ ク スにはエラーを分析し、 修正する機能が備わっています。
エラーを突き止めるための構造的アプローチについては、 74 ページまたは適切な機器操作マ
ニュアルを参照し て く ださい。
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15 ト ラ ブルシューテ ィ ング レベルフ レ ッ ク ス M
15.1 ト ラブルシューテ ィ ングの説明

L00-FMP4xxxx-19-00-00-en-010

M

NG

NG

NG

NG

NG

NG

NG

NG

NG

NG

NG

NG

OK

OK

OK

OK

OK

OK

OK

OK

OK

OK

OK

OK

OK

3.8 22 mA

< 3.5 mA

HART

HART/INTENSOR

PA

BA

FXA 193 PC COM COM
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レベルフ レ ッ ク ス M 15 ト ラ ブルシューテ ィ ング
15.2 システムエラー メ ッ セージ

コード 説明 原因 対策

A102 checksum error :

チェ ッ クサム ・ エラー。

total reset & new calibr. 

required.

ト ータル リ セ ッ ト および

新たな調整が必要。

データ を保存でき る前に電源がオフに

された。

電磁干渉の問題。

E2PROM の故障

リ セ ッ ト する。

電磁干渉の問題を取 り 除 く 。 リ

セ ッ ト 後も ア ラームが提示され続

ける場合は電子部品を交換する。

W103 Initializing - please wait ：

初期設定中 - 待機し て く

ださい。

E2PROM の保存が終了し ていない。 数秒間待機する。 

警告が提示され続ける場合は、 電

子部品を交換する。

A106 Downloading - please wait ：

ダウ ン ロード中 - 待機し

て く ださい。

データのダウ ン ロード を処理中。 ダウ ン ロード操作後、 警告が消え

る まで待機する。

A110 checksum error :

チェ ッ クサム ・ エラー。

total reset & new calibr. 

required.

ト ータル リ セ ッ ト および

新たな調整が必要。

データ を保存でき る前に電源がオフに

された。

電磁干渉の問題。

E2PROM の故障

リ セ ッ ト する。

電磁干渉の問題を取 り 除 く 。 リ

セ ッ ト 後も ア ラームが提示され続

ける場合は電子部品を交換する。

A111 Electronics defective ：

電子部品が故障。

RAM の故障。 リ セ ッ ト する。

リ セッ ト 後も アラ ームが提示さ れ

続ける 場合は電子部品を交換する 。

A113 Electronics defective ：

電子部品が故障。

ROM の故障。 リ セ ッ ト する。

リ セッ ト 後も アラ ームが提示さ れ

続ける 場合は電子部品を交換する 。

A114 Electronics defective ：

電子部品が故障。

E2PROM の故障。 リ セ ッ ト する。

リ セッ ト 後も アラ ームが提示さ れ

続ける 場合は電子部品を交換する 。

A115 Electronics defective ：

電子部品が故障。

一般的なハード ウ ェアの問題。 リ セ ッ ト する。

リ セッ ト 後も アラ ームが提示さ れ

続ける 場合は電子部品を交換する 。

A116 Download error ：

ダウ ン ロード ・ エラー。

Repeat download ：

ダウ ン ロード をや り 直す。

保存されたデータのチェ ッ クサムが間

違っている。

データ のダウ ンロ ード を再開す

る 。

A121 Electronics defective ：

電子部品が故障。

工場出荷時の校正値が存在し ていない。

E2PROM の故障。

サービ スに問い合わせる

W153 Initializing - please wait ：

初期設定中 - 待機し て く

ださい。

電子部品の初期設定。 数秒間待機する。 警告が提示され

続ける場合は、 機器の電源をオフ

にし てから再びオンにする。

A160 checksum error :

チェ ッ クサム ・ エラー。

total reset & new calibr. 

required.

ト ータル リ セ ッ ト および

新たな調整が必要。

データ を保存でき る前に電源がオフに

された。

電磁干渉の問題。

E2PROM の故障

リ セ ッ ト する。

電磁干渉の問題を取 り 除 く 。

リ セッ ト 後も アラ ームが提示さ れ

続ける 場合は電子部品を交換する 。

A164 Electronics defective ：

電子部品が故障。

ハード ウ ェアの問題。 リ セ ッ ト する。

リ セッ ト 後も アラ ームが提示さ れ

続ける 場合は電子部品を交換する 。

A171 Electronics defective ：

電子部品が故障。

ハード ウ ェアの問題。 リ セ ッ ト する。

リ セッ ト 後も アラ ームが提示さ れ

続ける 場合は電子部品を交換する 。

A221  probe pulse deviates from 

normal values :

プローブのパルスが正常

値から外れている。

HF モジ ュール と電子部品の間の HF モ

ジ ュールまたはケーブルの故障。

HF モジ ュール上の接点をチェ ッ

クする。 エラーを取 り 除 く こ と が

できない場合 : HF モジ ュールを

交換する。
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15 ト ラ ブルシューテ ィ ング レベルフ レ ッ ク ス M
A241 Broken probe :

プローブが折れている。

ロ ッ ド プローブが折れている。 または

ローププローブが折れているか断裂し

ている。 プローブ長の値が小さすぎ る。

033 でプローブ長をチェ ッ クす

る。 プローブ自体をチェ ッ クす

る。 プローブが折れている場合

は、 プローブを交換するか、 非接

触系に変更する。

事前にマ ッ ピングを し ないでプローブ

破損モニ タ リ ングを有効にし た。

プローブ破損モニ タ リ ングを無効

にし て、 マ ッ ピングを実行する。

マ ッ ピング後、 プローブ破損モニ

タ リ ングを再度動作させる。

A251 Feedthrough: 

フ ィ ード スルー

プロセス フ ィ ード スルー内の接点がな

く なっている。

プロセス フ ィ ード スルーを交換す

る。

A261 HF cable defective: 

HF ケーブルの異常。

HF ケーブルに異常があ るか、 HF コネ

ク タが緩 く なっている。

HF コネ ク タ をチェ ッ クする。 異

常があ る場合はケーブルを交換す

る。

W275 Offset too high: 

オフセ ッ ト が高すぎ る。

電子部品の温度が高すぎ る。 または HF 

モジ ュールの故障。

温度をチェ ッ クする。 故障し てい

る場合は HF モジュールを交換す

る。

W512 recording of mapping please 

wait: マ ッ ピングの記録

中。 待機し て く ださい。

マ ッ ピングの記録中。 ア ラームが消える まで数秒間待機

する。

W601 linearisation ch1 curve not 

monotone: 

リ ニア ラ イゼーシ ョ ン

カーブ （ch1） が単調では

ない。

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンが単調に増加し

ていない。

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルを

修正する。

W611 less than 2 linearisation 

points for channel 1: 

チャ ンネル 1 の リ ニア ラ

イゼーシ ョ ンポイ ン ト が 

2 つ未満しかない。

入力された リ ニア ラ イゼーシ ョ ンポイ

ン ト の数が 2 つ未満しかない。

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルを

修正する。

W621 simulation ch. 1 on: 

シ ミ ュ レーシ ョ ン （ch. 1）

がオンになっている。

シ ミ ュ レーシ ョ ンモード が有効になっ

ている。

シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにする。

E641 no usable echo channel 1 ： 

使用可能な反射がない

（チャ ンネル 1）。

check calibr. ： 

調整をチェ ッ ク し て く だ

さい。

プローブの付着物の付着状況が原因で

反射が失われた。

基本設定をチェ ッ クする。

プローブを ク リ ーニングする ( 機

能説明書の ト ラブルシ ューテ ィ ン

グを参照 )。

W650 Signal/noise ratio too low or 

no echo ：

信号 / ノ イ ズ比が低すぎ

る、 または 反射が検出さ

れない

ノ イ ズの振幅が大きすぎ る 電磁波干渉を除去する

E651 level in safety distance - 

risk of overfill : 

レベルが安全距離内に

入っている - 溢れ出しの

危険あ り 。

レベルが安全距離内に入っている。 ア ラームはレベルが安全距離外に

下が り しだい消える。

必要に応じ て リ セ ッ ト する。

A671 linearisation ch1 not 

complete, not usable ：

リ ニア ラ イゼーシ ョ ン

（ch1） が未完了、 使用不

可。

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルが編集

モード になっている。

リ ニア ラ イ ズテーブルを使用可能

にする。

W681 current ch1 out of range ：

電流値 （ch1） が有効範囲

内に入っていない。

電流値が有効範囲内 (3.8 mA  ～ 21.5 

mA) に入っていない。

基本設定および リ ニア ラ イゼー

シ ョ ンをチェ ッ クする。

コード 説明 原因 対策
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15.3 アプ リ ケーシ ョ ンエラー

エラー 出力 原因 対策

警告またはアラー
ムが発生した。

設定によ り 異なる。 エラー メ ッ セージの

表を参照

 (75 ページ )。

1. エラー メ ッ セージの表を参照

(75 ページ )。

" ĝĖġĐ ğ " ； 測定値 
(00) が不正。

L00-FMP4xxxx-19-00-00-en-019

" ｿｸﾃｲ ｷｮﾘ " ； 測定

距離 （008） は正しい

か？

はい → 1. " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空 （0%） 調整

（005） および " ﾏﾝﾀﾝ 

ﾁｮｳｾｲ " ； 満タ ン （スパン ) 

調整 （006） をチェ ッ クする。

2. " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ " ； リ ニア ラ

イゼーシ ョ ン をチェ ッ クす

る。

→ " ﾚﾍﾞﾙ / ｱﾚｰｼﾞ " ； レベル

／アレージ （040）

→ "max. ｽｹｰﾙ " ； 最大ス

ケール （046）

→ " ﾖｳｷ ﾁｮｯｹｲ " ； 容器直径

（047）

→ テーブルをチェ ッ ク

いいえ ↓
ノ イ ズ反射が評価さ

れた可能性あ り 。

はい → 1. タ ン ク マ ッ ピ ングを実行する

→ " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定

充填、排出時にも
かかわらず測定値
が不変

L00-FMR2xxxx-19-00-00-en-014

タ ン ク内部、 ノ ズル、

プローブの付着物か

らの ノ イ ズ反射

1. タ ン ク マ ッ ピ ングを実行する

→ " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定

2. 必要に応じ、 プローブの ク

リ ーニングを行 う 。

3. 必要に応じ、 設置位置を変更

する。

電源をオンにした
後の E 641 （反射
無し（失信号））

反射が無い（失信号） ことによって機器が " 
ĬĎķĢļ "; ホールド に設定されている場合、" 
ĚċĠĶČĖ " ； 出力 は任意の値 / 電流値に設定され
ます。

初期設定段階での ノ

イ ズレベルが高すぎ

る。

も う  1 度 " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空 （0%） 

調整 （005） をや り 直す。

警告！

確認する前に、

O または S を押し て、 編集

モード に切 り 換えて く ださい。

20 mA/100%F m/ft

E m/ft
4 mA/0% t →

D
 m

/ft
 (

00
8)

20 mA/100%

4 mA/0% t →
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タンクが空の場合
機器がレベルを表
示

L00-FMP4xxxx-19-00-00-en-020

プローブ長が不正 1. タ ン ク が空の場合、 自動プ

ローブ長検出を実行する。

2. タ ン ク が空の場合 （プローブ

カバーな し） プローブ全体に

わたってマ ッ ピングを実行す

る。

測定値が不正（測
定レンジ全体で勾
配エラー )

L00-FMP4xxxx-19-00-00-en-021

タ ン ク特性が不正 LN < 4 m および " アル ミ ニウ ム

タ ン ク " のタ ン ク プロパテ ィ を

選択

→ 調整不可能

→ 選択

→ 標準を選択

→ し きい値が高すぎ る

測定物特性が不正 下位の測定物特性を選択する

20 mA/100%

4 mA/0% t →

20 mA/100%

4 mA/0% t →

2.) 

1.) 
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レベルフ レ ッ ク ス M 15 ト ラ ブルシューテ ィ ング
15.4 ソ フ ト ウ ェ アの履歴

レベルフ レ ッ クス M FMP40

日付 ソフトウェア
バージョン

ソフトウェアの変更 関連ドキュメント

HART PA FF HART、PA、FF

04.2002 V01.02.00 オ リ ジナルの ソ フ ト ウ ェア

操作手段 ：

- ToF Tool

- Commuwin II 

( バージ ョ ン 2.05.03 以降 )

- HART コ ミ ュニケータ 

DXR375 (Rev. 1、 DD 1)

BA242F

52011929

BA242F

52011929

BA242F

52011929

BA242F

52011929

BA242F

52011929

BA243F

52011931

BA243F

52011931

BA243F

52011931

BA243F

52011931

BA244F

52011933

BA244F

52011933

BA244F

52011933

BA245F

52011935

BA245F

52011935

BA245F

52011935

BA245F

52011935

08.2003 V01.02.02 • 機能グループ : 

反射波形表示 : 

ｶﾀｶﾅ ( 日本語 )

• 電流ターンダウ ン (HART の

み )

• カス タマー･タ ン ク･マ ッ ピ

ングは編集する こ と ができ

ます。

操作手段 ：

- ToF Tool

- Commuwin II 

( バージ ョ ン 2.08-1 ア ッ プ

デー ト C 以降 )

- HART コ ミ ュニケータ 

DXR375 (Rev. 1、 DD 1)

— — — —

07.2004 V01.02.04 • マ ッ ピング機能の改善

• プローブ終端の計測精度

BA242F

52011929

BA242F

52011929

BA243F

52011931

BA243F

52011931

BA243F

52011931

BA244F

52011933

BA244F

52011933

BA244F

52011933

BA245F

BA245F

01.2005 V01.02.06 " 反射無し " 機能の改善 — — — —

03.2006 V01.04.00 • " 検出ウ ィ ン ド ウ " 機能

• レベルフ レ ッ ク ス M の機能

説明

• 操作 メ ニュー拡張

BA242F

52011929

BA242F

52011929

BA243F

52011931

BA243F

52011931

BA244F

52011933

BA244F

52011933

BA245F
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15 ト ラ ブルシューテ ィ ング レベルフ レ ッ ク ス M
レベルフ レ ッ クス M FMP 41C

日付 ソフトウェア
バージョン

ソフトウェアの変更 関連ドキュメント

HART PA FF HART、PA、FF

04.2002 V01.02.00 オ リ ジナルのソ フ ト ウ ェ ア

操作手段 ：

- ToF Tool

- Commuwin II 

( バージ ョ ン 2.05.03 以降 )

- HART コ ミ ュニケータ 

DXR375 (Rev. 1、 DD 1)

BA276F

52021032

BA277F

52021034

BA278F

52021036

BA245F

52011935

08.2003 V01.02.02 • 機能グループ : 

反射波形表示

• ｶﾀｶﾅ ( 日本語 )

• 電流ターンダウ ン (HART の

み )

• カ ス タマー･タ ン ク･マ ッ ピ

ング編集可能

操作手段 ：

- ToF Tool

- Commuwin II 

( バージ ョ ン 2.08-1 ア ッ プ

デー ト C 以降 )

- HART コ ミ ュニケータ 

DXR375 (Rev. 1、 DD 1)

BA276F

52021032

BA277F

52021034

BA278F

52021036

—

07.2004 V01.02.04 • マ ッ ピ ング機能の改善

• プローブ終端の計測精度

BA276F

52021032

BA276F

52021032

BA277F

52021034

BA277F

52021034

BA277F

52021034

BA278F

52021036

BA278F

52021036

BA278F

52021036

BA245F

BA245F

01.2005 V01.02.06 " 反射無し " 機能の改善 — — — —

03.2006 V01.04.00 • " 検出ウ ィ ン ド ウ " 機能

• レベルフ レ ッ ク ス M の機能

説明

• 操作 メ ニ ュー拡張

BA276F

52021032

BA276F

52021032

BA277F

52021034

BA277F

52021034

BA278F

52021036

BA278F

52021036

BA245F
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レベルフ レ ッ ク ス M 15 ト ラ ブルシューテ ィ ング
レベルフ レ ッ クス M FMP 45

日付 ソフトウェア
バージョン

ソフトウェアの変更 関連ドキュメント

HART PA FF HART、PA、FF

08.2003 V01.02.02 オ リ ジナルのソ フ ト ウ ェ ア

操作手段 ：

- ToF Tool

- Commuwin II 

( バージ ョ ン 2.08-1 ア ッ プ

デー ト C 以降 )

- HART コ ミ ュ ニケータ 

DXR375 (Rev. 1、 DD 1)

BA279F

52021038

BA280F

52021040

BA281F

52021042

—

07.2004 V01.02.04 • マ ッ ピング機能の改善

• プローブ終端の計測精度

BA279F

52021038

BA279F

52021038

BA280F

52021040

BA280F

52021040

BA280F

52021040

BA281F

52021042

BA281F

52021042

BA281F

52021042

BA245F

BA245F

01.2005 V01.02.06 " 反射無し " 機能の改善 — — — —

03.2006 V01.04.00 • " 検出ウ ィ ン ド ウ " 機能

• レベルフ レ ッ ク ス M の機能

説明

• 操作 メ ニュー拡張

BA279F

52021038

BA279F

52021038

BA279F

52021038

BA280F

52021040

BA280F

52021040

BA280F

52021040

BA281F

52021042

BA281F

52021042

BA281F

52021042

BA245F
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レベルフ レ ッ ク ス M 機能メ ニューの索引
機能メ ニューの索引

機能グループ
00 = " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ；  基本設定. . . . . . . . . . . . . . . 14
01 = " ｱﾝｾﾞﾝ ｾｯﾃｲ " ； 安全設定 . . . . . . . . . . . . . 24
03 = " ﾅｶﾞｻ ｱｼﾞｬｽﾄ " ； 長さ の調整  . . . . . . . . . . . 31
04 = " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ " ；  リ ニアラ イ ゼーショ ン  . . 33
05 = " ｶｸﾁｮｳ ｾｯﾃｲ " ；  拡張設定 . . . . . . . . . . . . . 40
06 = " ｼｭﾂﾘｮｸ " ； 出力 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 47
06 = " ｼｭﾂﾘｮｸ " ；  出力 - "profibus param." ；

Profibus パラ メ ータ ー、 PROFIBUS-PA のみ . . 47
0E = " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ " ；  反射波形  . . . . . . . . . . . . . . 55
09 = " ﾋｮｳｼﾞ ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ " ； 表示ディ ス プレ イ . . . . . 58
0A = " ｼﾝﾀﾞﾝ " ； 診断 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 61
0C = " ｼｽﾃﾑﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ " ；  シス テムパラ メ ータ ー. . 68

機能
000 = " ｿｸﾃｲ ﾁ " ； 測定値  . . . . . . . . . . . . . . . . . . 14
002 = " ﾀﾝｸ ﾄｸｾｲ " ； タ ンク 特性. . . . . . . . . . . . . . 14
003 = " ｿｸﾃｲﾌﾞﾂ ﾄｸｾｲ " ； 測定物特性  . . . . . . . . . . 15
004 = " ﾌﾟﾛｾｽ ﾄｸｾｲ " ；  プロ セス 特性 . . . . . . . . . . 17
005 = " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空（0%）調整 . . . . . . . . . . . . 19
006 = " ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ " ； 満タ ン ( ス パン）調整  . . . 20
010 = " ｱﾗｰﾑｼﾞ ﾉ ｼｭﾂﾘｮｸ " ；  アラ ーム時の出力. . . 24
011 = " ｱﾗｰﾑｼﾞ ﾉ ｼｭﾂﾘｮｸ " ；  アラ ーム時の出力、

HART のみ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 26
012 = " ﾊﾝｼｬﾅｼｼﾞ ﾉ ｼｭﾂﾘｮｸ " ； 反射無し 時の出力 . 26
013 = " ｺｳﾊﾞｲ %/min" ；  勾配％ス パン / 分 . . . . . . . 27
014 = " ﾁｴﾝ ｼﾞｶﾝ " ； 遅延時間 . . . . . . . . . . . . . . . 28
015 = " ｱﾝｾﾞﾝ ｷｮﾘ " ； 安全距離. . . . . . . . . . . . . . . 28
016 = " ｱﾝｾﾞﾝｷｮﾘ ﾅｲ " ； 安全距離内 . . . . . . . . . . . 28
017 = " ｱﾗｰﾑ ﾉ ｼｮｳﾆﾝ " ；  アラ ームの承認  . . . . . . 30
018 = " ｱﾌﾚ ﾎﾞｳｼ " ；  あふれ防止  . . . . . . . . . . . . . 30
019 = " ﾌﾟﾛｰﾌﾞ ｲｼﾞｮｳｹﾝﾁ " ；  プロ ーブ異状検知 . . . 30
030 = " ﾌﾟﾛｰﾌﾞ ｴﾝﾄﾞ " ；  プロ ーブの終端. . . . . . . . . 31
031 = " ﾌﾟﾛｰﾌﾞ ﾅｶﾞｻﾞ " ； プロ ーブ長  . . . . . . . . . . . 31
032 = " ﾌﾟﾛｰﾌﾞ " ；  プロ ーブ  . . . . . . . . . . . . . . . . . 32
033 = " ﾌﾟﾛｰﾌﾞ ﾅｶﾞｻﾞ " ； プロ ーブ長  . . . . . . . . . . . 32
034 = " ﾅｶﾞｻ ｹｯﾃｲ " ；  長さ を決定  . . . . . . . . . . . . 32
040 = " ﾚﾍﾞﾙ / ｱﾚｰｼﾞ " ；  レ ベル／アレ ージ . . . . . . 33
041 = " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ " ；  リ ニアラ イ ゼーショ ン  . . 34
042 = " ﾕｰｻﾞｰ ﾀﾝｲ " ； ユーザー単位 . . . . . . . . . . . 37
043 = " ﾃｰﾌﾞﾙ no." ；  テーブル No . . . . . . . . . . . . . 38
044 = "input level" ；  レ ベル入力 . . . . . . . . . . . . . . 38
045 = " ﾖｳﾘｮｳ " ；  容量入力 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 39
046 = "max. ｽｹｰﾙ " ； 最大ス ケール  . . . . . . . . . . . 39
047 = " ﾖｳﾘｮｳ ﾁｮｯｹｲ " ； 容器直径 . . . . . . . . . . . . . 39
050 = " ｾﾝﾀｸ " ； 選択. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 40
051 = " ｷｮﾘ ｶｸﾆﾝ " ；  距離確認 . . . . . . . . . . . . . . . 40
052 = " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ﾚﾝｼﾞ " ； マッ ピ ングレ ンジ  . . . . . . 41
053 = " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｲｼ " ； マッ ピ ング開始  . . . . . . . . 41
054 = " ｹﾞﾝ ﾏｯﾌﾟ ｷｮﾘ " ；  現マッ プ距離  . . . . . . . . . 42
055 = " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ｼｮｳｷｮ "; マッ ピ ングの消去  . . . . . . 42
056 = " ﾊﾝｼｬ ｷｮｳﾄﾞ " ；  反射強度. . . . . . . . . . . . . . 43
058 = " ｼｭﾂﾘｮｸ ｾｷﾌﾞﾝ " ； 出力積分 . . . . . . . . . . . . 43
059 = " ｳｴｶﾞﾜ ﾌｶﾝﾁｷｮﾘ " ；  上部不感知距離 . . . . . . 44
060 = " ﾂｳｼﾝ ｱﾄﾞﾚｽ " ；  通信アド レ ス 、

HART のみ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 47
060 = "instrument addr." ；  機器アド レ ス 、

PROFIBUS-PA のみ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 47
061 = " ｼﾞｮﾌﾞﾝ no." ；  序文 No.、 HART のみ . . . . . . 48

061 = "ident number" ；  確認 No、
PROFIBUS-PA のみ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  48

062 = " ｼｭﾂﾘｮｸﾁ ﾉ ｼｷｲ " ；  出力値のし き い、
HART のみ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  49

062 = "set unit to bus" ；  バス への単位設定、
PROFIBUS-PA のみ . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  49

063 = " ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ " ；  電流出力モード 、
HART のみ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  50

063 = "out value" ；  出力値、 PROFIBUS-PA のみ  . .  50
064 = " ｺﾃｲﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸﾁ " ；  固定電流出力値、

HART のみ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  51
064 = "out status" ；  電流出力固定値、

PROFIBUS-PA のみ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  51
065 = " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ " ； シミ ュ レ ーショ ン . . . . . . . . 52
066 = " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾁ " ； シミ ュ レ ーショ ン値. . . . . 53
067 = " ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ ﾁ " ；  電流出力値、

HART のみ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  53
067 = "2nd cyclic value" ；  第二サイ ク ルの値、

PROFIBUS-PA のみ . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  53
068 = "4mA ﾁ " ；  4mA 値、 HART のみ  . . . . . . . . .  53
068 = "select v0h0" ；  測定値選択、

PROFIBUS-PA のみ . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  54
069 = "20mA ﾁ " ；  20mA 値、 HART のみ. . . . . . . .  54
069 = "display value" ；  表示値、

PROFIBUS-PA のみ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  54
092 = " ｹﾞﾝｺﾞ " ； 言語. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 58
093 = " ﾎｰﾑ ﾍ ﾓﾄﾞﾙ " ； ホームへ戻る  . . . . . . . . . . 58
094 = " ﾋｮｳｼﾞ ｹｲｼｷ " ； 表示形式  . . . . . . . . . . . . . 59
095 = " ｼｮｳｽｳﾃﾝ ｲｶ ﾉ ｹﾀ " ； 小数点以下の桁 . . . . 59
096 = " ｼｮｳｽｳﾃﾝ ﾉ ｷｬﾗｸﾀｰ " ；

小数点のキャ ラ ク タ ー . . . . . . . . . . . . . . . . . 59
097 = " ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ ﾃｽﾄ " ； ディ ス プレ イ テス ト  . . . . 60
0A0 = " ｹﾞﾝｻﾞｲ ﾉ ｴﾗｰ " ； 現在のエラ ー . . . . . . . . . 62
0A1 = " ｾﾞﾝｶｲ ﾉ ｴﾗｰ " ； 前回のエラ ー  . . . . . . . . . 62
0A2 = " ｾﾞﾝｶｲﾉｴﾗｰﾉ ｼｮｳｷｮ " ；

前回のエラ ーの消去62
0A3 = " ﾘｾｯﾄ " ； リ セッ ト . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 63
0A4 = " ﾛｯｸ ｶｲｼﾞｮ ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ " ；

ロ ッ ク 解除パラ メ ータ ー  . . . . . . . . . . . . . . . 64
0A5  = " ｿｸﾃｲ ｷｮﾘ " ；  測定距離. . . . . . . . . . . . . . .  65
0A6 = " ｿｸﾃｲ ﾚﾍﾞﾙ " ；  測定レ ベル  . . . . . . . . . . . .  66
0A7 = " ｹﾝｼｭﾂｳｨﾝﾄﾞｳ " ；  検出ウ ィ ンド ウ  . . . . . . .  66
0A8 = " ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ " ；  アプリ ケーショ ン

パラ メ ータ ー. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  67
0C0 = " ﾀｸﾞ no." ； タ グ No, . . . . . . . . . . . . . . . . . . 68
0C0= "device tag" ；  デバイ ス タ グ No,、

FOUNDATION Fieldbus のみ . . . . . . . . . . . . .  68
0C1 = "Profile Version" ；  プロ フ ァ イ ル

バージョ ン、 PROFIBUS-PA のみ  . . . . . . . . .  68
0C2 = " ﾌﾟﾛﾄｺﾙ sw-no." ；  プロ ト コ ル +SW-No . . . .  68
0C4 = " ｼﾘｱﾙ no." ；  シリ アル No  . . . . . . . . . . . . .  69
0C4 = "device id" ；  デバイ ス ID、

Foundation Fieldbus のみ  . . . . . . . . . . . . . . . 69
0C5 = " ｷｮﾘ ﾀﾝｲ " ； 距離単位 . . . . . . . . . . . . . . . . 69
0C8 = " ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ ﾓｰﾄﾞ " ； ダウ ンロ ード モード . . . . 70
0E1 = " ﾌﾟﾛｯﾄ ｾｯﾃｲ " ； プロ ッ ト 設定  . . . . . . . . . . 55
0E2 = " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ ﾖﾐｺﾐ " ； 反射波形読み込み . . . . 55
0E3 = " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ ﾋｮｳｼﾞ " ； 反射波形表示. . . . . . . 56
D00 = " ｻｰﾋﾞｽ ﾚﾍﾞﾙ " ；  サービ ス レ ベル. . . . . . . . . 71
エン ド レスハウザー ジャパン 82





■仙台サービス
〒 980-0011  仙台市青葉区上杉 2-5-12  今野ﾋﾞﾙ

Tel. 022(265)2262　Fax. 022(265)8678

■横浜サービス
〒 221-0045  横浜市神奈川区神奈川 2-8-8　第 1川島ﾋﾞﾙ

Tel. 045(441)5701　Fax. 045(441)5702

■徳山サービス
〒 745-0814 周南市鼓海 2-118-46

Tel. 0834(25)6231　Fax. 0834(25)6232

■新潟サービス
〒 950-0923 新潟市中央区姥ケ山 4-11-18

Tel. 025(286)5905　Fax. 025(286)5906

■名古屋サービス
〒 463-0088  名古屋市守山区鳥神町 88

Tel. 052(795)0221　Fax. 052(795)0440

■小倉サービス
〒 802-0971 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

Tel. 093(963)2822　Fax. 093(963)2832

■千葉サービス
〒 290-0054 市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス
〒 564-0042  吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■東京サービス
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1912　Fax. 042(314)1941

■水島サービス
〒 712-8061 倉敷市神田 1-5-5

Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464

■計量器製造業登録工場　■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）

BA245F/33/JA/07.07
STAR/FM+SGML 6.0J

●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ

サービス部サービスデスク
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1919  Fax. 042(314)1941

本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。また、記載内容は
お断りなく変更することがありますのでご了承ください。

05.10 マーコムグループ
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